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はじめに	
 

	
 

長島	
 それでは、これから第４回「寿命	
 ――	
 無限か再生か」研究会を始めたいと存じます。今

日はあいにく非常に悪天候で、季節もよくなかったのですが、実は前野先生は非常にお忙しい方

でしてなかなかいい季節が選べませんで、何とか今日お願いできることになりました。	
 

	
 今日は４回目で、何度かおいでくださった先生方が多いので特別な説明は必要ないと思います

が、この研究会では「寿命」という大きなキーワードを設定しています。御承知のとおり、「寿命」

に関しては、人間の命や宗教の関係などいろいろな見方があります。生物学の寿命の考え方だけ

でなく、社会学や情報工学、機械や設備にも寿命があり、経済や文化活動にも寿命があるという

ように、このキーワードを非常に幅広く捉えて使いながら、飯吉理事長から新しい学問の芽をど

こかから見つけ出すようにという大きな傘のようなテーマを課されていますので、そのきっかけ

になればということで始めています。あくまでもキーワードとしての「寿命」ということです。	
 

	
 今日は慶應義塾大学の前野隆司先生に話題提供をお願い申し上げていますが、前野先生を御紹

介しつつ、私ども世話役のほうで相談をして前野先生にお願いすることになったいきさつも含め、

お時間をちょうだいして一言だけ申し上げたいと思います。	
 

	
 前野先生はずっと機械工学を専攻されておりまして、東京工業大学の機械工学科という機械で

いうと本命中の本命の学校の御出身でいらっしゃいます。修士を終えられた後に、私の記憶では

10年ぐらいだったと思いますが、キヤノン株式会社におられまして、それから慶應義塾大学の機

械工学科の先生になられ、以来ずっと慶應にいらっしゃいます。現在はシステムデザイン・マネ

ジメント研究科の研究科長をなさっておられます。中途ではカリフォルニア大学のバークレーや

ハーバード大学の客員教授をなさったりもしています。私の知る限りもともとの御専門はロボッ

ト工学でいらしたのですが、そこからだんだん人間と機械とのインターフェースあるいはその接

点となるシステムへと研究を広げておられ、機械工学の中でも珍しい課題を取り扱っておられま

す。	
 

	
 人間と機械とのインターフェースは全く私の専門ではないのですが、それをちょっと広げたと

ころでは私の興味ともつながってまいります。文系の先生方のほうがお詳しいと思いますが、19

世紀から、人間機械論といいますか、主に人間をメカニズムあるいは物理学的な法則でどこまで

理解できるかというようなことがスタートしています。そこから経済学や労働問題というような

方向へも進んでいくわけですが、中途のことは省略いたしまして、第二次世界大戦後、人間と機

械の面では人工知能の研究が1940年代からスタートしているかと思います。さらに1960年代に

なりますとコンピューターと人間社会とのかかわりの問題が取り上げられるようになり、人間工

学というのが非常に盛んになりました。1970年代に入ると、ロボットの医学への応用や、産業応

用や、今日の先生の主題とは別物であるものの少しだけ関連のある感性工学などということを言

う人が随分盛んに出てまいりました。一方、特に1970年代は、それに反発する動きといいますか、

アンチサイエンス、反科学というようなものが目立ってきた時期でもあります。そういうことで

発展してまいりまして現在に至り、脳の問題や生物を対象にしたバイオの問題へと進んできてい

ることは御承知のとおりです。	
 

	
 私の理解で流れを見てまいったのですが、ここには非常に大きな問題が残っているわけですね。

最大の課題の一つといいますか、その大きな部分は、いわゆる人間の感情と科学とのつながりと

いう問題です。一見こういった問題は趣味的に取り入れられるようにも見えますが、科学技術が
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かかわる社会システムの安全の問題ですとか、もっと端的なところではロボットの介護への応用

の問題などなど、実は解決を迫られている非常に切実な課題でもあります。こういう方面は非常

に未開拓で、私などは一体どこから取りついたものか見当もつかないのですが、前野先生はかな

り早い時期からその関連に興味をお持ちになり、果敢にチャレンジしておられます。私は素人で

すから、果たしてうまくいくのか、あるいは全部変な方向へ行ってしまうのか、よくわからない

ところなのですが、今日の先生のお話をうかがって勉強させていただきたいと思っています。	
 

	
 では、つたない話をいたしましたが、前野先生、よろしくお願いいたします。	
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幸せと寿命	
 ――	
 現代幸福学入門	
 

前野	
 隆司	
 

	
 

なぜいま幸せの研究なのか？	
 

前野	
 御紹介ありがとうございました。慶應義塾大学の前野です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。	
 

	
 先ほど機械論とおっしゃいましたが、私の最近の著書を御紹介いたしますと、機械工学科出身

の人間が幸せの研究をしているということで、出版社がおもしろがって『幸せのメカニズム』と

いうタイトルをつけています。下にも「幸せはコントロールできる！」と、いかにも機械論的な

コピーがついています。私、本当はその点には不満なのですが、回覧いたしますので、ぱらぱら

見ながら話を聞いていただければと思います。	
 

	
 今日は、「寿命」の研究会ということでしたので「幸せと寿命」と無理やり「寿命」という言葉

を入れたタイトルにいたしましたが、基本的には工学者として私がどういう視点でどういうふう

に幸せの研究をしているのかというお話をしたいと思っています。	
 

	
 まず、長島先生が今御紹介くださったとおりなのですが、少し自己紹介をいたします。私はも

ともと機械工学からスタートしておりまして、最初のキヤノンではカメラのためのモーターやセ

ンサーの研究をしていました。その後、慶應に拾ってもらったので、ではロボットをやりましょ

うということで、モーターやセンサーを使ったロボットハンドや、遠隔医療や、ヒューマンロボ

ットインタラクションなどの研究をいたしました。機械工学もしながら、ロボットの心をいかに

してつくるかという、ロボットに感情を埋め込むみたいな人工知能的なことをするようになった

わけです。	
 

	
 その中で、ロボットの心をどうつくるべきかを考えようとしましたところ、そもそも人間の心

とはどういうものなのかを考えざるをえなくなりました。私が2004年に初めて縦書きで書いた本

のタイトルが『脳はなぜ「心」を作ったのか』でしたが、これは心の哲学の本です。たたくと痛

いと感じるような意識自体がなぜ存在するのか、哲学でも議論になっていましたが認知科学やロ

ボティクスでも議論になっていましたので、2000年代の初めぐらいからその辺のことを考えるよ

うになっていったわけです。学校ではロボティクスをして、学生もロボットやセンサーやアクチ

ュエータをつくっているのですが、その傍らで私自身は心とは何かを研究しているという状態で

した。	
 

	
 実はそのころ、技術者倫理教育にもかかわりました。倫理学というのは「どうすべきか」とい

う学問ですよね。私は「われわれはどう生きるべきか」ということに興味があったので、ちょう

ど同じ時期に慶應で倫理の教育をされていた長島先生のところへもいろいろなことを教えてもら

いに行き、一緒に連携しながら倫理のこともやりました。このように片方で理工学をやりながら

もう片方で哲学や倫理学に興味を持つというちょっと両極端に分かれたような生活をしていたの

ですが、そうこうしていましたら、文系・理系を越えて世の中の問題をシステムとして捉える、

例えば環境問題を技術の問題として捉えながら政治問題や経済問題としても捉えるというような、

縦割りになった学問のアンブレラとなる学問をつくろうではないかという話が起きました。私は

文系と理系の両方に興味があったので、ぜひ移らせてくださいと手をあげまして、2008年に新し

くできたシステムデザイン・マネジメント研究科へ移りました。	
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 せっかく移りましたので、人間あるいはロボットに関する研究なら何でもやると言っていまし

たら、慶應出身の SE だった方と出会いました。彼は、SE の技術を使って途上国に援助をしたい

と、たまたま青年海外協力隊でブータンに行ったのですが、ITの援助をしようと思っているのに、

援助をしている自分よりもブータンの貧しい人たちのほうが幸せそうだったので、これはどうし

たことかと思ったのだそうです。科学技術を発展させることが人々の幸せにつながると思って行

ったのに、援助する側よりされる側のほうが幸せそうである。これは技術者としても「幸せ」に

ついてもっと考えないといけない、技術によって本当に幸せになれるのかを議論しなければいけ

ない、そう思ってブータンから帰ってきた彼が、ちょうど私が新しい大学院へ移った年に私のと

ころの学生になったわけです。最初はたった２人だったのですが、彼と一緒に幸せの研究を始め

て７年になります。片方ではロボットやヒューマンロボットインタラクションの研究をしている

学生がおり、もう片方で幸せの研究や感動の研究や感情の研究をしているというのが私の現状で

す。	
 

	
 いずれにしても、もともと理工系出身ということもありまして、幸せの研究、うれしい感情の

研究といっても、心理学者のようにただ分析するだけではなくて、それがいかに世の中の製品や

サービスにつながるかという興味でやっています。理系的、機械論的に言うと、幸せの研究をす

ることによって幸せになるための設計パラメーターを明らかにし、その設計パラメーターを満た

すように製品設計をすれば、その製品を使っている人は勝手にどんどん幸せになっていくという

ようなことが可能なのではないか。逆に言うと、今までの製品は、例えばカメラでも、幸せにな

るカメラではなくて性能の高いカメラをつくってきました。性能が高いので物欲は満たされるか

もしれませんが、それを使っていても別に幸せになれるわけではありません。そもそもわれわれ

エンジニアは物をつくる究極目的として人間の幸せを目指しているのに、設計パラメーターがそ

ことちゃんとつながっていなかったせいで幸せと製品設計が分かれているのではないか。工学者

の使命として、実は設計論では幸福学と工学とを両方一緒にやるべきなのではないか。そういう

コンセプトで幸せの研究をしています。	
 

	
 今回覧しています本も以上のようなことから『幸せのメカニズム』という機械論的なタイトル

になっていますが、ただ、中を読んでいただきますと、工学者として機械論的に論じるべきとこ

ろはそのように論じているものの、人間は機械のように単純でないということもわかった上で書

いたつもりでいます。やはり１億人の人がいれば１億通りの幸せがあるのです。その上で、そこ

で終わりにしないで、では仮にその１億通りをモデリングするとどうなるであろうと考えるのが

理系の発想だと思います。もともとロボットをつくるというのもそういうことでして、そのまま

人間をまねたロボットはつくれないとしても、例えば笑うロボットや挨拶・案内を着実にできる

ロボットをつくるために人間を単純モデル化し、重要なエッセンスをロボットに埋め込んでいく

というのが工学的な発想です。幸福学もそうで、幸せは複雑だとしても、それを単純化し、人々

が幸せになるために、あるいは幸せに関係した製品をつくるために生かせるようにしたいという

のがその趣旨です。	
 

	
 結論としては、幸せの因子分析をしたところ、四つの因子が求まりました。本にする際には出

版社の人がすぐにこの四つの因子を四つ葉に対応させた図を思いついてくださって、幸せの四つ

葉のクローバーという割とわかりやすい話になりました。今日は基本的にこのお話をしていこう

と思います。皆様のお手元には１枚だけ資料を配布していますが、本に書いたことを１枚の紙に

するとこれだけになります。今日はいろいろなお話をしますが、一言で言えばこの１枚に尽きま
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す。	
 

	
 さて、まずは１人当たりGDPの 1960年から現在までのグラフ（図１）をごらんください。1960

年からものすごく伸びてまいりまして、

今は昔の６～７倍になっています。これ

は物価上昇率を差し引いた値ですが、ど

んどん伸びていますよね。ところが、幸

せをはかるための指標の一つである生活

満足度を見てみますと、その変動は誤差

の範囲です。高度成長期だろうと、オイ

ルショックだろうと、バブルだろうと、

失われた20年だろうと、幸せ度はほとん

ど変わっていません。「三丁目の夕日」の

ころのほうが幸せだったような気もする

のですが、アンケートの限りではあまり

変わらないという結果になっています。	
 

	
 物質的に豊かになることが幸せ度に影響しないとすると、私たち工学者やエンジニアは一体何

をしてきたのでしょうか。私たち工学者は、いい製品をつくることによって産業を発展させれば

人々は幸せになると思ってやってきたわけです。工学者だけでなく、そう考えてあらゆる人があ

らゆる仕事をしてきました。それなのに実は日本人は全く幸せになっていないのだとすると、や

はり今後は幸せとあらゆる活動がもっとつながるようにしなければいけないのではないか。私が

幸せの研究をしようと思った理由の一つはこの点にありました。	
 

	
 もう一つ、先ほどから笑うロボットというお話をしていますけれども、「イシグロイド」という

自分そっくりのロボットをつくった大阪大学の石黒浩先生という方がおられまして、私はその先

生と一緒に人間そっくりのロボットをつくる研究をしていました。この写真は触り心地のよいも

のを触るとにこっと笑うロボットです。人間をモデリングし、それをロボットに埋め込むという

ことをずっとしていたのですが、ある日、せっかく人間のモデリングをしているのに、心を持た

ないうその人間をつくって喜んでいる場合かと思ったわけですね。せっかく人間のモデリングを

するのなら、それを本当の人間のために役立てたほうがいいのではないか。そういうわけで幸せ

の研究をすることにしました。	
 

	
 私は、世界で幸せの研究はほとんどなされていないのではないかと思っていました。そこで、

まずは先ほどのブータン帰りの学生と一緒に世界中のデータを調べてみました。ここでは言葉の

問題が少し出てきました。「幸せ」にぴったりの英語がないのです。「幸せ」と「well-being」は

少し違いますし、「幸せ」と「happiness」もちょっと違います。英語で「私は「happiness」の研

究をしています」と言うと、そんな研究をしていていいのかと、なぜか話が食い違うのですね。

詳しく聞いてみると、例えば麻薬でもハッピーになれるのだから、そういう研究をしてどうする

のかと言われていたわけです。確かに「happiness」という言葉には短期的、刹那的な喜びという

ような意味も含まれます。ただし、人生の満足についても「happiness」と言いますから、重なり

もあるかと思います。一方、「well-being」は「いい状態にある」ということで、日本語では「幸

福」や「健康」と訳されます。厚生労働省などですと「well-being」を「健康」と訳しているか

と思います。体がいい状態にあるのが「健康」で、心がいい状態であるのが「幸せ」ですから、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図１） 
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良好な状態であるということなわけですね。ですから、両方とも「幸せ」とは意味が違うのです

が、世界的には「well-being	
 study」や「happiness	
 study」が「幸せ学」に対応すると言われて

いますので、この単語が含まれた論文を調べてみました。	
 

	
 そうしましたら、何とすごい勢いで増えていて、今や年間300本もあるということがわかりま

した（図２）。半分ぐらいが心理学者によるもので、あとの半分が経済学者によるものです。われ

われ工学者が反省したのと同様に、経済

学者の方々も反省されていたようです。

要するに、経済的な豊かさが幸せに通ず

ると思っていたら、どうも人はそれだけ

では幸せになれないということがわかっ

てきた。それで経済的豊かさと人間の幸

せとの関係をもっと調べなければいけな

いという機運が高まってきているようで

す。行動経済学などという分野もありま

すが、人間の認知、心の問題を経済学が

取り扱うようになっているわけで、実は

今では幸せ研究の半分ぐらいを経済学者

がおこなっているという状況です。有名

なところでは、ノーベル賞を取ったカーネマン先生も今幸せ研究をしています。	
 

	
 幸せ研究が増えている背景の一つには、幸せ研究の父と言われるディーナー先生により、うま

く幸せをはかれるようになったということがあります。	
 

	
 そもそも幸せの研究には主観的幸福研究と客観的幸福研究という二つがあります。客観的幸福

研究というのは、健康、収入、治安、脈拍、笑顔の量など、客観的にはかれる指標を使ってその

人の幸せをはかるものです。しかし、いろいろなものをはかっても、それが本当に幸せに寄与し

ているかどうかは当人に聞かなければわかりませんよね。そこでもう一つ、古くからの方法です

けれども、実際に「あなたは幸せですか」と聞くような主観的幸福研究も必要になってくるわけ

です。たくさんのアンケートによって本人が主観的に幸福だと思っているかどうかを客観情報に

していく統計的な手法です。	
 

	
 以前は、主観的幸福はうまくはかれないと言われていました。今でも民間調査機関などが「あ

なたは幸せですか」と聞いたりしていますが、その質問ですと、前の日に上司に怒られたとか、

奥さんとけんかをしたとか、その日その日の変動と長い人生満足みたいなものが一緒になっては

かられてしまいます。「あなたは幸せですか」と聞いても実は精度よくはかれないということから、

幸せは心理学の対象にはできず、哲学の対象であると思われてきたのです。	
 

	
 それに対して、ディーナーさんは気のきいたことをしました。「幸せですか」と聞くのではなく

て、次の五つを聞くことにしたのです。「ほとんどの面で私の人生は私の理想に近い」、「私の人生

はとてもすばらしい状態だ」、「私は自分の人生に満足している」、「私はこれまで自分の人生に求

める大切なものを得てきた」、「もう一度人生をやり直せるとしても、ほとんど何も変えないだろ

う」。この質問に対して「とてもそう思う」、「かなりそう思う」、「ややそう思う」などの７段階で

答えます。そうすれば、長いスパンの人生のことだけに関する質問ですから、前の日に多少上司

や奥さんとけんかしていようと、あまり変動せずに幸せがはかれるということが明らかになって

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図２） 
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きました。ディーナーさんはこの方法でこつこつといろいろな状態の人の幸せをはかり、結構は

かれるという結論に至っています。	
 

	
 これ（図３）は私が実際にはかった日本人の幸せ度です。質問が五つで７点満点ですから、最

高35点、最低５点です。きれいな正規分布を

しています。日本人はこれぐらい、アメリカ

人はこれぐらい、アメリカ人の囚人はこれぐ

らいというように、この方法でいろいろな人

の主観的幸福をはかれるようになっています。	
 

	
 ただ、キリスト教文化圏の西洋では人生満

足度とこの五つの質問に対する結果は非常に

対応しているのですが、東洋では少し違って

いるように思います。五つ目の「もう一度人

生をやり直せるとしても、ほとんど何も変え

ないだろう」という質問に、皆さんはどう答

えるでしょうか。輪廻の思想が何となくある

せいか、すごく幸せな人でも、人生をやり直

すのなら次は全く違うことをしてみたいと思う人もいるのではないかと推測されます。逆にキリ

スト教文化圏ですと、例えば、神との契約で私は大学の先生になっているのだから、生まれ変わ

ってもやはり大学の先生になるのだというふうに考えやすいのではないか。これは私の考察です

が、この質問はアジアの人に関しては幸せとの相関が低いということがわかっています。	
 

	
 

どんな人が幸せなのか？	
 

	
 幸せをはかる方法がどんどん明らかになってきたことにより、主観的な幸福と客観的な幸福と

を比べていく中で、何が幸せに影響するのかがかなり多様にわかってきています。これ（図４）

は先ほどの松本さんというブータン帰り

の学生が毎年出てくるたくさんの論文を

一生懸命読んでまとめたものでして、こ

の説明をし始めるとそれだけで１時間か

かってしまうのですが、すべて幸せと比

例関係にあるという結果が出ている要因

です。といっても、相関の強さは物によ

って違いますし、幸せ研究のほとんどは

まだアメリカやヨーロッパですので、東

洋の研究は少ないということではありま

す。	
 

	
 この中で幸せと最も相関が強いのは健

康と宗教と結婚であると言われています。

幸せと健康の相関は東洋でも西洋でもかなり高いと言えます。ただ、おもしろいことに、幸せと

健康の相関よりも、幸せと健康だと思っていることの相関のほうが高いのです。つまり、健康診

断の結果が実際に良好であるよりも、「私は健康だ」と思っていることのほうが幸せとの相関が高

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図３） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図４） 
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いわけです。それから、西洋では宗教を信じている人と信じていない人では幸せ度がかなり違う

という結果が出ています。東洋では宗教と幸せの相関は低いということが知られています。日本

の緩やかな宗教観を考えましても、これは納得できますよね。結婚については、西洋でも東洋で

も同様に、未婚よりも既婚のほうが幸せ度が高いという結果があります。後でわれわれが調べた

結果もお示しします。	
 

	
 この三つ以外にもたくさんあります。外交的、楽観的、切りかえが得意、自尊心が高い、親切

というような性格的なもの。あるいは、心配事がない、感謝している、教養がある、宗教を信じ

ているとか、ほかにも収入や愛情などいろいろあります。興味深いのは収入との相関で、ノーベ

ル賞をとったカーネマン先生の研究によると、収入と幸せは年収が７万5,000ドルまでは比例関

係にあるのだそうです。今でいうと1,000万円ぐらいですかね。そして、それを超えると相関が

なくなるという結果が示されています。ただ、これには議論があって、15万ドルまで比例関係に

あると言っている人もいますし、その国のGDPが１万5,000ドルを超えると幸せとの相関がなく

なると言っている人もいます。要するに、150 万円でサチュレーションする人から 1,500 万円で

サチュレーションする人まで、データによって違うわけです。いずれにしても、ものすごく貧し

いとき、食べ物も住むところもないときには幸せ度は下がりますよね。ですから、収入が極めて

低いときには収入と幸せは相関するけれども、ある程度を超えたら、どうも幸せと収入はあまり

比例しないらしいということを示す研究であると考えればよいと思います。	
 

	
 これに関連して、宝くじが当たった人は普通の人より不幸であるというおもしろい研究もあり

ます。宝くじが当たるとお金がたくさん入って幸せになりそうなものですが、どうもいろいろな

ことが起きて不幸になる確率が高いようなのです。また、こういう実験もあります。お金をあげ

ますから自分のために使ってくださいというグループと、他人のために使ってくださいというグ

ループに分けて１週間の実験をすると、どうも他人のために使ったほうが幸せになるようなので

す。いろいろな人がいろいろな研究をしていますが、ここで重要なのは、ある経済学者はお金の

研究ばかり、ある心理学者は愛情の研究ばかりと、みんながばらばらに研究をしていることです。

幸せ研究はものすごく増えたのですが、実は全体像の研究はされてきませんでした。	
 

	
 今日は「寿命」の研究会ですので、長寿についての研究成果も調べてきました（図５）。慶應の

医学部における幸せ研究としては、坪田一男先生が『ごきげんな人は10年長生きできる』という

本を書いています。もともとはチューリヒ

大学のフレイ先生の“Happy	
 People	
 Live	
 

Longer”という『サイエンス』に載った論

文があるのですが、それを見ますと、幸せ

と寿命に関するいろいろな研究・分析から、

いつもポジティブで幸せな人は長寿である

ということが示されています。先進国で調

べたところ、幸せな人は7.5～10年寿命が

長いという結果もあります。これはかなり

長いですよね。修道院の尼僧さんに幸せ度

を聞いてみたところ、幸せな方の寿命は平

均93.5歳だったのに対して、あまり幸せで

ない人は 86.6 歳だったという結果もあり

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図５） 
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ます。やはり７年から10年ぐらいの寿命の差があるということです。	
 

	
 今は坪田先生が中心になってやっておられるポジティブサイコロジー医学会というのがありま

して、私も出ているのですが、お医者さんにいろいろ話を聞きますと、幸せや感動を感じた瞬間

には免疫力が高まるのだそうです。免疫力が高まれば風邪も引きにくくなり、健康でいられます。

また、坪田先生は実は眼科医なのですが、例えば、目が乾燥するドライアイは鬱と関係している

そうで、鬱の人はもちろん幸せ度が低いですから、実は幸せ度は目の乾燥ではかれるのではない

かという話もありますし、幸せな人はがんになりにくいという研究もあります。お医者さんの学

会へ行くと、「まだ完全に世の中で証明されていないけれども、私の研究ではこうでした」という

データがすごくあることに驚かされます。喫煙をすると寿命が10年縮むけれども、それで幸せな

ら10年延びるのだから喫煙しても大丈夫とか、いろいろな結果が出ています。	
 

	
 私は医者ではありませんが、もしも幸せが寿命を10年延ばすのだとしたら、予防医学の一種と

して、いかにして幸せ度を高めるかが長生きのための重要なポイントになると思います。これか

らの長寿社会においていかに健康寿命を延ばすのかというとき、お医者さんとより連携して幸せ

研究をやっていく必要があるのでしょう。皆さんには今日幸せの秘訣をお伝えしますから、それ

を守っていただくと10年長生きするということであります。つけ加えますと、幸福学の父と言わ

れるディーナーさんが書いた本も、同じ Happy	
 People	
 Live	
 Longerというタイトルです。やはり

幸せな人は長生きするようですね。	
 

	
 では、男性と女性の幸せ度はどう違うのでしょうか。調査結果を見ますと、日本は女性のほう

が男性よりも幸せな国のようです。女性の方、おめでとうございます。女性のほうが長寿でもあ

りますから、やはり幸せだから長寿なのかもしれませんね。男性も結構幸せなのですが、女性が

かなり幸せなせいで、日本は男性と女性の幸せ度の差が一番大きくなっています。アメリカは男

女差がなく、キプロス、ウルグアイ、チリ、イタリアなどは、なぜだかわかりませんが逆に男性

のほうが幸せです。いずれにしても日本は女性が幸せなので、男性はより幸せになるよう努力す

べきですし、なぜ女性が幸せなのかについてはこれから調査が必要だと思っています。	
 

	
 日本人の人生満足度と婚姻関係の調査結果を見ますと、離婚した人は未婚の人よりも幸せ度が

下がります。死別は、幸せ度が下がるのかと思いきや、実は離婚と違ってそれほど下がっていま

せん。いい思い出があるせいでしょうか。人間にはコーピングという能力がありますので、災害

に遭ったとき、障害者になったとき、伴侶を亡くしたときも、もちろんつらいことはつらいので

すが、思った以上に早く回復することができます。人にもよりますし、これは平均値ですが、一

般的に半年から５年ほどすると幸せ度がぐーっと戻ってくる傾向があります。	
 

	
 それから、統計的な有意差までは調べていないのですが、おもしろい点をお伝えします。男女

とも未婚の幸せ度は低く、既婚の幸せ度は高いのですが、離婚すると、男性の幸せ度がだいぶ下

がるのに対して、女性はあまり下がりません。年代別に見ると、40代女性に至っては、既婚より

離婚のほうが幸せなほどです。私の妻は40代なので、離婚すると私は不幸せになるけれども、妻

は幸せになるのかなと思います（笑）。これはまだ統計的信憑性があるほどのデータではありませ

んが、いろいろな結果があるということです。	
 

	
 さて、今日お伝えしたい重要なことの一つは、長続きする幸せと長続きしない幸せがあるとい

うことです。非地位財と地位財です。「地位財」というのは経済学用語で周囲との比較により満足

を得られる財のことです。所得や社会的地位や物的財を指します。要するに、物でも抽象概念で

もいいのですが、人と比べられるものです。地位財を得ることによる幸せは持続性が低いという
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ことが知られています。何となく実感と合っていますね。給料が上がるとうれしいのですが、す

ぐにもう少しあればと思ってしまいます。	
 

	
 家を買いかえた人の幸せ研究というおもしろい研究があります。家を買いかえた人に家の満足

度を聞いたのです。そうすると、買いかえる前よりも買いかえた後のほうが明らかに家の満足度

は上がります。ところが、幸せ度を聞いてみると、実は家を買いかえる前と買いかえた後とでそ

んなに変わらなかったのです。私たちはついつい家さえ買えば幸せになるはずだと思ってしまう

のですが、実は家への満足度が高まるだけで、新しい家が手に入った一瞬はうれしくて短期的な

喜びはあるものの、人生が幸せだと感じるかどうかというと、実はあまり変わらないということ

でした。	
 

	
 私などはバブルのころに新入社員でしたから、当時は買えると思えないぐらい家が高かったわ

けですね。ですから、家さえ買えれば幸せになれるだろうと思っていたのですが、その後バブル

がはじけて家は買えたものの、だからといって幸せ度が非常に上がるというわけではありません

でした。給料さえ上がれば、家と車さえあればとついつい思ってしまうのですが、人間は欲深い

ですから、地位財が手に入るとさらにまた欲しくなってしまうわけです。これをカーネマン先生

は、「フォーカシングイリュージョン」と呼んでいます。「私は年収1,000万円さえあれば幸せな

はずだ」とフォーカスを当てても、そのフォーカスは実は幻想で、そこへ到達しても幸せにはな

れない。ですから、もっと欲しい、もっと欲しいと求め続けてしまう。これが人間の悲しいさが

だと言われてます。	
 

	
 また、人間には戦って勝ちたいという欲があります。例えばライオンが攻めてきたときに戦っ

て勝てないと滅びてしまいますから、これは生存競争でして、やはり目の前に何か敵がいれば戦

って勝ちたいという本能があるわけですね。でも、実は戦って勝っても幸せ度が上がるようには

なっていないというのが人間の心のメカニズムだそうです。	
 

	
 ではどうすれば幸せになれるのかというと、健康、自主性、社会への帰属意識、良質な環境、

自由、愛情といった、人とは比べられない非地位財を得た幸せは長続きするわけです。ですから、

成長戦略で高度成長を目指すのもいいですが、それを第一目標にはしないで、非地位財のために

こそ成長や収入の安定を目指すべきである。何を目指していいのかわからなくて、とりあえず収

入をということになりがちですが、実は非地位財を得ることこそが最終目標なのだと思います。

結婚が非地位財と地位財のどちらにも属さずに真ん中に書かれているのが気になりますが、ダニ

エル・ネトルさんというイギリスの学者によりますと、もしも友達に見せびらかしたり他人と比

べたりするような結婚ならば地位財であるし、本当に愛がある結婚ならば非地位財であるという

ことのようです。非地位財に属する結婚をしたいものです。	
 

	
 

幸せの心的要因の因子分析結果	
 

	
 非地位財を分類すると、健康、安全、心によるものの三つがあります。まず、健康であること

は重要ですね。それから、周囲の環境が安全であり、治安に問題がないということも重要です。

そしてもう一つ、心の要因があります。先ほどの幸せの研究をまとめたものを見てみても、楽観

的であるとか、社交的であるとか、感謝しているとか、愛情があるとか、目標を持っているとか、

心に関係するものがたくさんあります。	
 

	
 幸せの要因はたくさんあるのですが、地位財を除き、健康の維持や社会体制の安全というよう

な心の外からの影響によるものを除くと、心的要因のみになります。それでもかなりありました
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ので、幸福の要因が全体としてどうなっているのかを知るために、私の研究は心的要因に絞るこ

とにいたしました。地位財は置いておいて、健康と安全も置いておいて、心に関係のある幸せの

みを因子分析したわけです。なぜかといいますと、心に関係する幸せは自分の心構えで向上させ

ることができ、しかも長続きするからです。	
 

	
 ここには単純な研究の結果をお示ししています（図６）。いろいろな心理学者や経済学者が明ら

かにした幸せに影響する事柄、つまり、コ

ンピテンスを持っているとか、人生の意義

を理解しているとか、親切であるとか、人

生を満喫しているとか、楽観的であるとか、

あまり人と比べないとかいうことですが、

これら幸せと比例することがわかっている

すべての心に関係するものについて 1,500

人にアンケートをし、その結果を因子分析

にかけています。幸せの要因を直交軸上に

描くとしたら、それは何なのか。また、い

くつの軸で描けるのか。つまり、味覚でし

たら、辛い、苦い、甘いというような軸が

ありますよね。色でしたら三原色がありま

す。そういった幸せの三原色みたいなものを求めようとしたわけです。	
 

	
 このデータを見て、理系の先生などですと、累積寄与率57％では低いではないかと言われる方

もいます。確かに低いことは低い。この四つのクローバーによって幸せの57％ぐらいは説明でき

るけれども、あとの43％の原因はほかにあるということですから、この四つであらわし切れない

ものがまだまだあるわけです。やはり幸せというのは複雑なのですね。１億人いれば１億通りの

幸せがあります。しかし、それをあえて分類するとこの四つになっており、この四つで６割ぐら

いは説明できるということでもあるわけです。もしもそれを説明することによって人々の幸せ度

が上がり、寿命が10年延び、犯罪が減り、幸せな人は生産性も高いと言われていますから仕事の

効率も上がってよりよい国になるということであるのなら、やはりこの60％の部分はクリアにし

ておくべきなのではないかと考えています。	
 

	
 四つの因子といいますのは、「１．自己実現と成長」、「２．つながりと感謝」、「３．前向きと楽

観」、「４．独立とマイペース」です。	
 

	
 まず一つ目の「自己実現と成長」というのは、人生の意義を理解している人、強みを持ってい

る人、何かに熟達している人は幸せ度が高いということです。目標を持っている人は持っていな

い人より幸せ度が高いということもあります。もちろん目標を達成した人は幸せ度が高いのです

が、達成されていなくても目標を持っていることが大切です。これに関連し、ほかの研究では、

長期的な目標と短期的な目標が一致している人は幸せ度が高いけれども、将来はこうしたいが今

は違うことをしているという人は幸せ度が低いという結果も示されています。いずれにしても、

夢や目標を持ち、そのために何か動いている人、アクションをしている人は幸せ度が高いという

ことがわかります。一般的な常識とも合いますね。幸せというのは、目指した場所へ到達したと

ころにあるのではなく、目指している途中にこそあるのだということがよく言われます。ただし、

地位財を目指していますと、その幸せはすぐに終わってしまうわけですね。いかにいろいろな目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図６） 
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標を見つけ続けて人間として成長するかというのが幸せのための一つの重要なポイントだと思い

ます。	
 

	
 この一つ目の因子が自分に向かっているのに対して、二つ目の「つながりと感謝」という因子

は周りとの関係性です。人を喜ばせる人、感謝する人、親切な人は幸せ度が高いのです。例えば、

毎日その日にあったいいことに感謝して三つずつ書きとめたグループと今までどおり暮らしたグ

ループでは、１カ月たつと、感謝し続けているグループの人のほうが幸せ度が上がり、物欲が減

っていたという研究があります。物欲が減るのがいいことなのかどうかというと、社会を回して

いくためには地位財もある程度もうけなければいけないのかなとも思うのですが、幸せ度を上げ

るためには、あの人のおかげで今があるとか、生きているだけでも感謝だとか、どうも世の中の

いろいろなことに感謝していると幸せになるようであります。それから、利他的な人は幸せ度が

高いということもクリアです。	
 

	
 これ（図７）は社会的課題解決のため

の活動への参加意欲と幸福度の関係につ

いての内閣府の調査結果です。既に何か

社会的課題を解決するための活動にかか

わっているという人は幸せ度が高く、か

かわりたいけれどもどうすればいいかわ

からない、余裕がないという人はちょっ

と下がります。かかわりたくない、他人

のための活動などしたくないという人は

幸せ度が低くなっています。自分が幸せ

になりたいから金が要るなどと言ってい

るうちは幸せはやってこず、人を幸せに

してあげよう、他人のために何かしよう

と思うと、御褒美のように幸せが自分の

ほうにやってくる、人間の心はそういう

ふうにできているということです。先ほどのお金を他人のために使ったほうが幸せ度が高いとい

うのも同じことで、自分のために使ったほうが得した感じで幸せになりそうなのですが、実はみ

んなのために使ったほうが人間のつながりができて幸せ度が上がると言われています。	
 

	
 「つながりと感謝」に関しては、クリスタキス先生という方がおもしろい研究をしています。

この方は元ハーバードのお医者さんだったのですが、今はイェールの教授になっています。私の

教え子も、修士を出た後、今博士でここにいますが、クリスタキス先生は人と人とのネットワー

ク解析をしています。この先生は昔、肥満がうつるという研究をされていますが、肥満の人の周

りにはどんどん肥満の人が増えていくそうです。これは別に病原菌があるわけではありませんか

ら、やはり生活習慣ですよね。同様に喫煙がうつるという研究もされており、最近になって幸せ

がうつるという研究もされているわけです。	
 

	
 クリスタキス先生は、だれとだれが仲がいいかをネットワーク化して図示しています。これを

５年後、10年後、20年後と見ていくと、黄色が増殖していくのです。幸せな人がいたら、その友

達の友達の友達までは幸せな人である確率が高いということがわかっています。そして、社会の

ネットワークの中心付近に幸せな人が多く、末端に不幸な人が多いようです。こういうネットワ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図７） 
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ーク図をつくって、いかにしてみんな幸せにするかを考えていければと思います。予防医学では

ありませんが、みんなが幸せになれば、その地域はまさに健康・長寿になるわけですからね。	
 

	
 それから、三つ目の因子は「前向きと楽観」です。一つ目は自分を高める、二つ目はつながる

ということだったのですが、三つ目は毛色が違って、自分はこれでいいという前向きで楽観的で

ポジティブな性格の人のほうが幸せ度が高いというわけです。	
 

	
 四つ目の因子は「独立とマイペース」です。人の目を気にせず、ちょっと変人に近いぐらいの

ほうが幸せ度が高いようです。	
 

	
 三つ目の楽観性は日本人の苦手とするところでして、ラテン系の人々のように楽観的に気楽に

生きるというわけにはいかず、やはりきちんと心配なところはつぶしていこうという真面目さが

あるのですが、この四つ目もそうです。日本では人様に迷惑をかけないようにきちんとした生き

方をするのが美徳とされていますので、この美徳をやめて日本人もみんな変人になりましょうと

勧める気はないのですが、きちんとしながらもやりたいことをもうちょっとやっていくという生

活をすれば、日本人の幸せ度も高まるのではないかと思います。社会的比較志向のなさというこ

ともありますよね。要するに、社会的に比較するのは地位財ですから、金や物や地位というよう

な地位財を求めがちな人は幸せ度が長続きせず、逆に愛や感謝というような非地位財を求める人

は、この四つ目を満たしているので幸せになるということのようです。	
 

	
 幸せには以上の四つの因子があり、この四つを満たしている人はどうも幸せらしいということ

がわかってまいりました（図８）。	
 

	
 ここで気になるのは、例えば、前向き幸せタイプとか、自己実現幸せタイプとか、幸せにいく

つかのタイプがあるのかということで

す。そこで、どういうタイプの幸せが

あるのかを調べるために、先ほどの

1,500 人のデータをクラスター分析に

かけてみました。その結果、いろいろ

な幸せタイプがあるわけではないとい

うことがわかりました。画一的な結果

が出たわけです。	
 

	
 日本人のうち幸せ度の高い上位

20％のクラスターの人は、四つとも高

いという結果が出ました。何と、この

クラスターは男性が少な目でした。悔

しいことに女性のほうが多い。２番目

に幸せ度の高いクラスターでは、つな

がりと自己実現は強かったのですが、前向きとマイペースは弱かった。真面目な日本人タイプな

のでしょうかね。もう少し楽観的に、もう少しマイペースになれば、もっと幸せになれそうです。

私などもそうなのですが、学者というのは「その研究は違うのではないか」というような批判家

精神がどうしても出てきてしまいます。「まあ、そっちもいいし、こっちもいいでしょう」ではな

くて「きちんと白黒つけましょう」という人は、幸せ度が下がってしまうようですね。日本人の

40％ぐらいが含まれる三つ目のクラスターでは四つとも高くも低くもなく、中くらいでした。幸

せでも不幸せでもない。そして、四つ目のクラスターの人は、前向きとマイペースが高く、つな

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図８） 
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がりと自己実現が低いという結果でした。楽観的でマイペースだと幸せそうな気がしますが、人

とのつながりや目標や夢がなく、かなり幸せ度が低いようです。今のフリーターの人たちなどは

幸せそうに見えますが、実はそうでもないのかもしれません。一番幸せ度が低い五つ目のクラス

ターの人は四つとも低いという結果でした。	
 

	
 先ほど鬱の話をしましたが、鬱病の方は前向きになれず、楽観的にもなれません。それで引き

こもってしまいますと、つながりも絶ち切られてしまいます。家にいるのでマイペースと言えな

くもありませんが、自分らしくはしていないわけですから、その点も足りません。もちろん頑張

ろうなどという元気もないので、自分の夢を目指すというようなこともなくなります。それでさ

らに引きこもり、そうするとまた前向きになれなくなるわけです。つまりこの四つは、違う四つ

の直交軸のように見えて、やはり影響し合っているわけです。つながりがない、夢が描けない、

楽観的になれないという悪循環のループに入っている人たちが鬱になりがちであると言えます。	
 

	
 もう一つ、1,500 人調査とは別に、博報堂の方々と全国１万 5,000 人の幸せ度調査という調査

をおこないました。そのとき１万5,000人に友達の数を聞いたのですが、友達の数ゼロ人という

方が1,400何人みえました。日本人の９％は友達ゼロ人と答えるのですね。引きこもっている方

や、独居老人の方や、いろいろな方がいらっしゃると思うのですが、その方々の幸せ度がものす

ごく低い。何らかの方法でそういう人たちをつなげていけば、友達ができて前向きになり、ちょ

っとした目標ができて、少しずつ好循環へと向かうのではないか。不幸のループを切っていくこ

とによって、もちろん寿命も延びるでしょうし、幸せ度も上がるだろうと思います。	
 

	
 金、物、名誉を目指すのは間違ったル

ープです（図９）。フォーカシングイリュ

ージョンですね。金さえあれば幸せにな

るはずだと思ったのに、まだ幸せになれ

ない。もっと金だ、もっともっと金だと

地位財を目指し続けても、実はそれでは

幸せは来ないわけです。全員がずっと右

肩上がりに上がっていった時代なら、そ

れはそれでよかったのかもしれませんが、

もう地球もいっぱいになっていて環境問

題などもありますから、どんどん消費し

ているわけにはいきません。経済成長を

否定するわけではありませんし、ある程

度の成長は必要ですが、やはり最終目標

はこの四つの因子を満たす生活ということになるのではないかと思います。	
 

	
 ただし、これは強く言っておきたいのですが、人間を画一的にこの四つのパターンにはめよう

としているわけではありません。機械工学出身だから因子に分けて幸せを枠にはめるようなこと

をすると言われることがありますが、そうではなくて、１億人が１億通りの夢や自分らしさを持

ち、そういう人たちが多様な人とつながって、みんな楽観的に自分らしく生きているという世界

になれば、「１億総幸せ社会」あるいは「70億総幸せ地球」が可能だと私は思っているのです。	
 

	
 こう言うと、それは無理だ、だれか勝ち組ができたら必ず負け組ができるのだから、全員幸せ

というのはありえないと言う人もいますが、それは地位財の発想ですよね。他人と比べることで

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図９） 
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幸せを目指すと、確かにだれかが不幸せになります。でも、もしもちゃんと１億通りの夢があり、

１億通りの自己実現があるとすれば、みんな別々のものを目指しているわけですから勝ち負けは

なくなります。それぞれがマイペースに自分のやりたいことを前向きにやり、そういう人たちが

つながるという世界ができれば、本当に全員幸せ社会が可能なのではないかと思います。そして、

寿命と幸せは比例するのですから、まさに長寿社会になります。日本は既に長寿だという話もあ

りますが、その割には先進国の中で日本人の幸せ度は高くありません。これは日本の長寿が医療

によるものだからです。健康寿命の後の不健康な期間が長いわけです。だとしたら、私たち日本

人は、やはり幸福度を上げて、健康かつ長寿な日本にしていかなければいけないのだと思います。	
 

	
 もう一つ、私と一緒に一番最初に幸せ研究をしたブータン帰りの学生が、社会関係資本、つま

りつながりの質と幸せの関係の研究もしています。先ほど言いましたように友達の数と幸せとの

相関もそれなりにあるのですが、彼の研究によると、それ以上に友達の多様性と幸せとの相関が

高かったとのことでした。ただ友達の数がたくさんいる人よりも、数は少なくてもいいから、多

様な人、いろいろな点でユニークな人とつき合っている人のほうが幸せなのですね。確かに、い

かにも強そうですよね。いろいろな人がいれば、困ってもいろいろな助けが得られますし、レジ

リエントになるのではないかと思います。友達が多ければいいというものではなくて、多様であ

ること。そしてもう一つは、密度が濃いこと。濃い密度でやりとりをする多様な友達がいること

が、どうも幸せにつながっているようです。	
 

	
 私としては、因子は四つとも大事ですが、いきなり楽観的になれと言われてもなれませんし、

急に夢を目指せと言われてもできませ

んから、まずは友達ゼロ人とか多様な

友達がいないというようなところに関

して、何か社会の仕組みとしてもっと

人々がつながるようにできないものか

と考えているところです。例えば私が

もともとやっていたカメラでも、ひと

りで写真を撮るのではなくて、カメラ

サークルみたいなものをつくってカメ

ラ好きな仲間で集まるとか、製品とサ

ービスをいろいろ組み合わせることに

よって人々が幸せになるメカニズムを

埋め込んでいくことが大事だと思って

います。	
 

	
 今日述べましたことを少しまとめてみます（図 10）。幸せに関していろいろな研究がおこなわ

れていますが、やはり金、物、地位を目指す地位財型の幸せは長続きしないということがわかっ

ています。それを目指すなとは言いませんが、第一目標にするのは健康、安全、心の幸せという

ような非地位財にしたほうが、幸せは長続きするようです。それぞれがそれぞれの夢を持って成

長し、そういう人々がつながりながら前向きに自分らしく生きることにより、幸せで健康・長寿

な社会ができていくのだろうと思います。	
 

	
 

	
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図 10） 
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幸せの因子分析結果の応用研究	
 

	
 もう少しだけ、では私はそれを踏まえて何をしているのかというお話をしたいと思います。私

は今、幸せが四つに分解できましたので、それとまちづくり、ものづくり、ことづくりをつなげ

るという研究をしています。	
 

	
 例えば、まちづくりをしている人たちとワークショップをします。みんなで幸せな町のアイデ

アを出そうということでブレインストーミングをしますと、つながりがあって緑が多い町という

ような案がよく出ます。しかし、幸せになるためには、本当はつながりがあるだけではだめなの

ですね。自己実現、つながり、前向き、マイペースの四つを満たす人が幸せなのですから、つな

がっているだけではなくて、それぞれの人が夢を持てるような町でなければいけません。図書館

に集まって何か新しいことをするとか、何らかの知的向上のメカニズムをつくるとかいうことで

すね。それから、前向きな町とはどんな町かと考えますと、公園も画一的にしないで、座ってい

るだけで会話が弾んでしまうようなおもしろいいすを設置するとか、アートもそうでしょうけれ

ども、楽観的になれるようなおもしろい仕組みを何か取り入れる。そして、これはハードでは難

しいのかもしれませんが、人と違ったことをしてもいい、自分らしくいていいのだとマイペース

になれる風土を育んでいく。このように、四つの因子について考えながらまちづくりをするとい

うようなワークショップをしています。	
 

	
 まちづくりはできるけれども製品設計はできないだろうとお思いかもしれませんが、例えばカ

メラでしたら、静かにシャッターが切れるというような性能がよいだけの設計ではなくて、自己

実現できるカメラを考えていくわけです。さっきも言いましたように、フォトサークルのような

仕組みをつくれば、写真好きの人が集まってつながりができ、夢を語り合うこともできますし、

それぞれ褒め合うこともできますし、展覧会をするとか、新しいアートにしていくとかいうこと

もできます。教育もそうです。もちろん学びは成長ですが、つながりや前向きやマイペースもう

まく取り入れることによって、もっと幸せな人を生み出す大学にしていくことができると思いま

す。	
 

	
 あらゆる仕事、あらゆる活動、あらゆる物事に幸せのメカニズムを組み合わせ、最初に申し上

げた幸せのサブ因子を設計パラメーターに取り込んでいくわけです。今は四つにしていますが、

もともとはたくさんの幸せ研究者の研究によっていろいろな因子に分かれているわけですから、

そういう幸せの複雑な構造と製品やサービスの複雑な構造をQFDのように関連づけることによっ

て設計可能にするということに今取り組んでいます。	
 

	
 もう一つ、人を幸せにする活動もしています。この四つを高めれば幸せになれるわけですから、

みんなで夢を語り合ったり、感謝について語り合ったり、あるいは、自分の苦手なことを語り合

った後、それを裏返しにして「そんなこと俺は克服するぞ」と言い合ったり、たわいもないこと

ですが、この四つを満たすようなワークショップをし、その前後でディーナーの幸せ度をはかる

と、明らかに数値が上がっています。幸せのワークショップをすることによっていろいろな人た

ちに少しずつ幸せのメカニズムを理解してもらい、自分はここをもっと磨くともっと幸せになれ

そうだというようなことに気づいてもらえればと思っています。これは一歩間違うと機械論的に

感じられるかもしれませんが、数学のテストをしたからこそ自分は図形が苦手だとわかったとい

うようなことと同じように考えてみたわけです。科学としてわかったものをみんなが共有し、そ

れを理解しながらそれぞれの人が幸せになっていくことができれば、全体として幸せな世界がで

きるのではないかと思っています。	
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 私はいろいろな経緯があって幸せの研究をすることになったのですが、そのおかげでいろいろ

な人と知り合えましたので、やることになって本当によかったなと思っています。この本を出し

てから、鬱や終末期医療を扱っているお医者さんとも知り合えましたし、不幸な人たちをいかに

幸せにするかと頑張っていたもののメカニズムがわかっていなかったという人たちとも一緒にや

れていますし、あるいは、まちづくりや製品づくりでイノベーションを起こそうと思っている人

たちとも、一緒になってイノベーションの中に幸せを入れ込むというようなことができてきてい

ます。従来の日本にぽっかりと抜けていた一つが、この幸せの構造的研究だと思うのですね。そ

こを埋めながら皆さんとつながってよりよい世界をつくることができればと思っています。	
 

	
 最後に、幸せは長寿にもつながっています。幸せな人は７～10年長寿になるということでした

から、あの四つの因子を満たすように暮らせば長生きできるというわけです。そうなれば、もち

ろん生産性も上がり、日本の幸せ度も上がりますので、何かそういうところで皆さんとも連携し

ていければと思っています。	
 

	
 今日はどうもありがとうございました。	
 

長島	
 前野先生、どうもありがとうございました。	
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自由討論	
 

	
 

長島	
 それでは皆様、いろいろな観点から感想、質問、反論等がおありになると思いますので、

いつものとおりざっくばらんにお願いいたします。先生に対してでも結構ですし、お聞きになら	
 

れた方同士でのディスカッションでも結構です。どなたからでも、どうぞ御自由に。	
 

	
 

幸福は「あきらめ」か？	
 

玉田	
 今日は大変幸せになるすばらしいお話を有難うございました。先生のお人柄からにじみ出

る幸福感が強く伝わってまいりました。僭越ながら、私が思ったことから３点、質問をさせてい

ただきたいと存じます。	
 

	
 まず、今日は四つの因子を説明いただいたのですが、この四つの因子は、実際には「あきらめ」

のようなものと深く関連しているのではないでしょうか。人間は自分が当初掲げていたハードル

を下げるとき、たとえば仕事が山積しているなかで今日は帰ろうと決めてあっさり帰るとき、ま

た、編集者さんに締め切りを延ばしてもらったとき、幸せを感じるということがあるような気が

いたします。うがった考え方かもしれませんが、「この辺でいい」というあきらめや妥協が、幸せ

というコインの裏側を成していると考えることもできるのではないでしょうか。真面目な方ほど

鬱になりやすい傾向にあると言われますが、幸せが鬱の反対の状態だとすれば、幸せは自分を限

界まで追いつめる意欲や野心と二項対立の関係にあるのではないかと思うのです。女性の方が幸

福というデータにつきましても、日本では女性の方が「出産によるキャリアの中断」など、「あき

らめ」を強いられている局面が多いからではないかとも感じました。	
 

	
 ２点目に、先ほどフェイスブックについても言及されましたが、フェイスブックでは、先生が

おっしゃるところの地位財だけでなく、友人の数、友人や家族との親密さ、健康や体力、社会的

貢献という、幸福と深くリンクした非地位財を見せびらかすことも可能です。実際のところフェ

イスブックは、こうした非地位財を「見せびらかし」たいという欲望を実現するツールと言える

のではないでしょうか。	
 

	
 ３点目に、いちばん重要な質問をさせていただきます。最近ヴァンサン・セスペデスという哲

学者の『幸福論』がフランスで流行しているのですが、セスペデスは幸福について、個人プレー

でなく団体戦であるとしています。今、日本では「生活が苦しい」と感じている世帯が約７割と

いう調査があります。実際、世帯年収の中央値が400万円程度に下がり、子供を大学に行かせら

れない世帯も増えて、教育を中心とした格差の固定化が進んでいます。また、われわれの世代は、

日常の生活が比較的安定している層でも、将来年金が十分に支給されることはないだろうという

危惧をはじめとする様々な社会不安に苛まれています。このように日本の社会全体が生き苦しく

なっている中で、やはりセスペデスが言うように、幸福は個人のものではなく社会全体で考える

べき課題かとも思うのです。	
 

前野	
 ありがとうございます。すごくいいポイントをいろいろ言ってくださったので、それぞれ

についてお答えしたいと思います。	
 

	
 まず、あきらめ、「この辺でいいか」というお話ですが、あるおもしろい研究があります。求め

るものが多過ぎる人よりも、適当なところで満足する人のほうが幸せだという研究結果が出てい

るのです。要するに、あれもやりたい、これもやりたいと高い目標がたくさんあり過ぎるといつ

までも満たされないので、それよりも、これぐらいでいいかという低い目標を達成できたほうが
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幸せだというわけです。これは結構反響を呼びました。	
 

	
 ただ、半分は当たっているけれども、半分は研究の仕方がずるいなと私は思っています。その

研究では目標が高いとだめで低いといいというような結論になっているのですが、やはり高い目

標がたくさんある人は実現していないことも多いのであって、たとえ目標が高くとも、それを実

現している人は多分幸せだろうと思うのです。ですから、あきらめればいいというものでもなく

て、身近な目標と将来の目標をちゃんとコントロールできている人が幸せなのだろうと考えてい

ます。あきらめというのも一つのうまいやり方ではありますが、それを推奨すると世の中のみん

なが高いものを目指さなくなりますので、それはちょっと違うのかなと思います。	
 

	
 私は欧米型、近代型の成長主義だけではいけないと思っていますが、それを完全になくして、

みんなであきらめて低い目標を目指す活力のない社会にしていくというのも、行き過ぎると違う

なと思うのです。その議論をちゃんとした上で、あきらめということではなく、無理に高いとこ

ろを目指し過ぎる近代型競争社会とは違うものをという意味でしたら合意します。両極端でなか

なか微妙な部分だとは思いますが。	
 

	
 それから、フェイスブックの話もおもしろいですね。フェイスブックに関してもいろいろな研

究がなされています。フェイスブックは不幸だという研究をしている人もいます。例えば、アメ

リカの大学の研究で、フェイスブックをしている人は、人が見せびらしているものを見て不幸に

なってしまうというデータが幸福学の研究成果として出ています。	
 

	
 でも、われわれの調査では結果が少し違っていました。友達数調査と同時にフェイスブックの

友達数の調査もしたのですが、フェイスブックの友達数と幸せも比例関係にあったわけです。３

分の２ぐらいの人がフェイスブックをしていなかったのですが、平均値を見ると、友達数１の人

よりも、ゼロの人、つまりフェイスブックをやっていない人の幸せのほうが低かった。ただ、リ

アル友達ゼロの幸せ度が相当低かったので、それと比べるとそれほどの相関はないようにも見え

ます。ですから、この結果をどれぐらいキャッチーに言うべきかはわからないのですが、それで

もフェイスブックの友達数と幸せには緩い相関があるということは言えるかと思います。	
 

	
 世界中で同じように見せびらかしたり見せびらかされたりしているものの、日本ではフェイス

ブックをしている人がそれほど不幸せではないようです。これは日本と欧米のフェイスブックの

使い方の違いということもあるのかもしれません。フェイスブックというのはおもしろいもので、

グループによって使い方が違いますよね。私のはイベント案内のようなものですが、娘のは本当

に友達同士でやっています。そこも少し調査の余地があるかと思います。	
 

	
 いずれにせよ、フェイスブックをしているアメリカ人はどうも不幸らしいということでした。

おっしゃる通り、みせびらかし財を競うようになると、これはまさに地位財的ですから長続きす

る幸せにはつながりませんね。	
 

	
 また、幸せは団体戦であるというのもおっしゃるとおりです。個人主義的な近代型の価値観が

ずっと強くあり、成長することこそいい社会だという考え方が強過ぎたので、そのアンチテーゼ

として、紐帯とか、社会関係資本とか、人々と人々の弱いつながりが大事であるという議論が欧

米でも盛んになっているかと思います。マイケル・サンデルなどもそうですよね。リバタリアン

やリベラリズムでなく、共同体主義の古代ギリシャに戻れみたいな感じになっています。世の中

全体として、モダンが行き過ぎたところで、昔とか東洋に戻ろうというポストモダンの議論があ

るかと思います。	
 

	
 そういう意味で、日本も全体として個人主義的から団体戦的に移りつつあり、世の中のトレン
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ドが「自己実現と成長」型の幸せから「つながりと感謝」型の幸せに移っているという感じはし

ます。ただ、最初の質問への答えと同様に、だから私がつながり主義かというと、そういうわけ

でもありません。因子分析は正直で、「自己実現と成長」という個人主義的なものも幸せに寄与し

ているのですね。一方で確かに今の世の中を象徴するような「つながりと感謝」という団体戦的

なものも幸せに寄与しているので、やはり両方をバランスよく持っている人が幸せということな

のだと思います。理系の人が言う成長主義に文系の人が警笛を鳴らすというような感じでどちら

かに分かれてしまったりすることがよくありますが、そうではなくて、その中庸をうまくみんな

で探していこうという時代なのかなと思っています。	
 

玉田	
 格差というか、二極化が極端に進み、それが完全に固定化しつつあるというのが21世紀の

日本社会の問題だと思うのです。大学にいると、大学の教員は相対的に富裕層ですから、その点

が見えにくいわけですが、厳しい状態にある人たちと連帯し、そういう人たちをどう支えていけ

るのか。最近著書がベストセラーになったトマ・ピケティも、社会的再分配、つまり貧しい人た

ちを如何に支えるかが社会におけるもっとも重要な課題であると指摘しています。世界的に格差

が拡がる状況の中で、比較的恵まれた人たちの幸福感だけにフォーカスしてしまうと見落として

しまう部分もあるのではないでしょうか。	
 

前野	
 これも明確な研究結果があります。格差の高い社会は幸せ度が低い。日本は幸せ度が低い

といいますが、私の本に掲載したデータによれば、アメリカはすごい格差社会だからか、幸せ度

は日本より低いです。北欧やデンマークなどの格差が低い国では幸せ度が高い傾向がある。まさ

にピケティと同じです。格差を減らしたほうが幸せということは幸福学によって示されているの

です。ということは、やはり何らかの仕組みで格差を是正し、社会保障などで弱者を救う必要は

あるのでしょう。また、何度も言いますように、友達ゼロの人のデータは本当に私にとって衝撃

的だったのですが、やはりそういう人たちは格差の底辺にいるのだと思います。福祉でお金で救

うということもありますが、友達ゼロの人をどうやって友達ゼロでなくするか、幸福学からのア

プローチとしてもやれることはたくさんあると思います。昔の長屋みたいな感覚で人のつながり

があるから幸せという社会に戻せるといいなと思っています。	
 

玉田	
 日本ではこの数十年の間に非正規雇用の割合が大変増えていて、安定した職に就けないこ

とで、社会的つながりを築けない方々が増加しているように感じます。私自身もフェイスブック

で再会した幼なじみに友人が一人もおらず、驚いたことがあります。そのときには日本社会では

人間同士のつながりにおいても非常に困難な問題が起こっているのを身近なこととして強く感じ

ました。	
 

前野	
 まさに同感です。ありがとうございました。	
 

	
 

幸福に方法論はあるのか	
 

長島	
 ほかにはいかがですか。	
 

宮本	
 いろいろな分析結果を非常に興味深くお聞きし、なるほどと思いました。ただ、分析もい

いのですが、ではそれをどうしたらいいのかということが一番問題ですよね。先ほど先生がおっ

しゃったように、悲観的な人に楽観的になれと言っても、やはりだめだと思います。後ろ向きな

人に前向きにやれと言っても、そんなことはなかなかできません。フェイスブックの話がありま

したが、では友達をやみくもに増やせば幸せになれるのか。そういった未来に向けた方法論とい

うのは何か研究されていますでしょうか。	
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前野	
 先ほどちらっと言ったのですが、幸せ度を高めるワークショップという実験はしています。

四つの因子を考慮しながらグループでワークをすると、幸せ度が結構上がります。これは私だけ

がやっているものではなくて、実はポジティブ心理学という分野があります。もともと鬱病の研

究をしていたセリグマンという人が、ネガティブな人をよくする研究だけでなく、普通の人をよ

り幸せにする研究もすべきだと考え、心理学研究結果を応用したわけです。ポジティブ心理学の

人たちも、ワークショップやカウンセリングみたいな形で幸せ度向上プログラムをいろいろ開発

しています。今度６月ぐらいにポジティブ心理学の国際会議がありますので、私も行く予定にし

ています。	
 

	
 また、今一部ではマイドフルネスというのがはやっています。これはもともと仏教の瞑想や禅

のようなもので、瞑想をして心を落ち着けると社員の仕事の効率や幸せ度が上がっていい効果が

あるからとグーグルが全社員の研修に取り入れたことで有名になっています。今ではグーグルが

マインドフルネスプログラムを教えられる人を育成するプログラムをちゃっかり商売としておこ

なっています。	
 

	
 人間機械論ではありませんが、今は人間の心のメカニズムがそれなりにわかってきていますの

で、こういうワークショップをしていけば幸せ度が上がるのではないかということが考えられる

ようになってきています。セリグマンもポジティブ心理学も私の試みもそういう動きの一つです

し、従来からあるカウンセリングやコーチングも人々の心の内面を明らかにすることによって問

題点を解いていこうとする試みですので、実は現代社会にそういったものがすごくじわーっと浸

透し始めているのではないかと思っています。	
 

宮本	
 先生のやっておられるワークショップでは具体的にどういうことをされるのでしょうか。

それから、どういう人がそれに参加してくるのでしょうか。参加してくる人はまだましなのでは

ないかと思うのですが。	
 

前野	
 鋭いですね。そのとおりです。	
 

	
 ワークショップは一昨年ぐらいから始めたばかりで、まだ実験的にやっている段階です。例え

ば、自分の悩みや欠点や困っていることを三つ紙に書き、４人ぐらいのグループになってそれを

ポジティブに変えて言い合います。仕組みとしては、ポジティブに言い合うことで徐々にポジテ

ィブになってきたり、チームでやっているので人と信頼し合ってつながりができてきたりすると

いうことです。いろいろなワークショップができればと思って設計しています。	
 

	
 ただ、おっしゃるとおり、「ポジティブワークショップをするので来てください」とフェイスブ

ックで広めたら100人ぐらい集まったのですが、彼らの幸せ度をはかってみると、最初から高か

ったのですね。こんなイベントに来るような人は最初から幸せ度が高いわけです。	
 人生満足尺度

の値でいいますと、日本人の平均18点に対して25点ですから、ものすごく高かった。現時点で

はまだ始まったばかりですので、コーチングや企業研修をするプロの人が多く探りに来ていると

いう面もあります。でも、親子の幸せ度を高めたい方や障害者の幸せ度を高めたい方などいろい

ろな人がいたので、そこでできたネットワークをもとに、今後はいろいろな人々に適用できるプ

ログラムをつくっていきたいと考えています。	
 

	
 例えば、ひきこもりの人にいきなり楽観的に「何とかなる！」からやってみましょうといって

もきついので、もっと緩やかな、あるいはもう少し遊びながらやっていくようなプログラムの開

発もありうるのだろうと思います。私の本（『幸せのメカニズム』）自体もそうで、割と幸せな

人向けになっており、元気な人に対してもっと元気にいこうと言っているような形になってしま
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ったことを、少し反省しているのです。弱者のためのもっと優しい本を書き、優しいワークショ

ップをする余地はあると思います。できるという手ごたえは感じていますので、もし御興味があ

りましたら、ぜひ一緒にこれを広める活動をしていただければと思います。	
 

宮本	
 格差が広がりそうですね。	
 

前野	
 そうならないようにしたい。今度も３月22日に「HAPPY	
 DAY	
 TOKYO	
 2015」というのがあり

まして、日比谷公園でわれわれもエントリーしてこの４因子を高めるイベントをするのですが、

多分来るのは幸せな人なのでしょうね。ただ、決して格差を広げたくはないので、ぜひそうなら

ないように頑張ります。	
 

宮本	
 どうもありがとうございました。	
 

	
 

幸福の４因子を満たすことで貧困は克服できるのか	
 

田中	
 名古屋大学の田中と申します。本日のお話、大変おもしろく聞かせていただきました。私、

若輩ながら経済学をしている人間ですので、経済学の立場から見て今日の実証データを含めたお

話の中ですごくおもしろかったところについて、ちょっと感想を述べたいと思います。	
 

	
 最初のほうに、地位型の利益追求に対して経済学の内部から批判が出ているというお話があり

ました。その大人物としては、80年代にノーベル賞を取ったインドのアマルティア・センという

学者がまだ御存命でいらっしゃるかと思います。その方は、20世紀以降、金銭的な利益追求、経

済学の基礎理論でいうところの効用の極大化という計算に全部落とし込んで考えていこうとする

やり方に対する批判をおこなっています。彼自身のテーマは社会的な厚生経済学で、要は貧困や

不幸な状態を解消する、つまり経済学が捨ててきた倫理学を再導入するという形が現在の最先端

の方向性となっています。	
 

	
 その中で、効用分析のかわりになる方法として、彼は「潜在能力アプローチ（Capability	
 

Approach）」という言い方で経済学の中身を変えていこうとしています。この「Capability」とい

うのは何かというと、定義として厳密にはされていないのですが、人間が持つ諸機能がちゃんと

実施されるかどうかという可能性、あるいはその機会に関する観点ということであるようです。

では人間が持つ機能とは何かといいますと、そこに一つ「幸福」というキーワードが出てまいり

ます。それだけではなくて、本日のお話の中にありました言葉で言えば、「自己実現」というキー

ワードも明確に出ています。また、「人間関係」、他者とのつながりということも出ています。	
 

	
 こういった点で、本日の幸福における四つの因子のお話は、厚生経済学の立場からも非常に興

味深いものでありました。「厚生経済学」という言葉自体も、歴史上、英語圏では「Welfare	
 

Economics」と言われていますが、同じような内容で「厚生」については「well-being」という言

葉も使われています。もっと経済学の大枠のほうの話では、利己的な利益追求ではなく利他的な

方面を導入していこうというのが、センの一つの根本的な方向の転換であったと言えると思いま

す。そういう意味で、３番目の因子の「前向きと楽観」というところに利他性を落とし込んでい

くというお話は、文系の経済学の立場からも非常に腑に落ちまして、大変おもしろくお聞きする

ことができました。	
 

	
 以上のことを踏まえて、２点ほど質問をさせていただきたいと思います。	
 

	
 まず、現代の日本における貧困を考えますと、もちろん貧困にある人々は不幸が強いのだろう

と思います。地位型の経済においても当然貧しい状態にあるわけですが、友達のつながりが少な

いといったことも一つあるとのことでしたから、つまり非地位型の財という意味でも貧困状態に
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あるわけです。これが現在の先進国における貧困の形であり、最下層の人たちはそういう状況に

あるのだと思います。そこで、先ほどの御質問と少しかぶるのですが、そういう人たちは、もし

も幸福の四つの因子が解消できれば、その後ちゃんと地位型の経済の利益拡張にも結びつく可能

性があるのでしょうか。これが一つ目です。	
 

	
 もう一つは完全に門外漢として質問したいのですが、脳科学を工学的に再現するという話です

と、クオリアというのも一つ問題になるかと思うのです。ど素人の質問で申しわけないのですが、

幸せにクオリアはあるのでしょうか。もしあるのだとしたら、そういうものを設計パラメーター

に落とし込んでいくときにどう処理をするのかということをおうかがいしたいと思います。	
 

前野	
 難しい質問をありがとうございます。	
 

	
 まず、貧しい人が４因子を満たしたときに、それがちゃんと地位財につながっていくかどうか

という御質問ですが、何となくつながっていきそうな感じはしますね。ただひきこもっているだ

けでなく、何かやりがいを見つけて少なくとも活動的にはなるわけですから、それが経済活動に

つながりそうな気はします。	
 

	
 話はそれますが、日立の矢野さんという方が加速度計で幸せをはかるという研究をしておられ

ます。幸せな人はより歩いたり動いたりするだろうと考えて胸に加速度計をつけてはかったら、

実際に幸せと加速度にある関係がみつかったとのことでした。ですから、幸せになると何か活動

はするのでしょう。それが経済活動なのかどうかはわかりませんが、どこかでつながりそうな気

はします。	
 

	
 ただ、ちょっと過激なことを言いますと、この四つが満たされて幸せだと感じていれば、別に

経済的に豊かでなくてもいいのかもしれないという面もあります。友達と話すだけで自己実現さ

れ、全然お金を使わずに幸せになれるのだとしたら、これはGDPにはつながりません。ですから、

経済学と幸福学がうまく連携し、全然経済効果がないのに幸せを感じるとか、ある種の幸せは経

済効果につながるとか、どのようにしたらできるのかはわかりませんが、その答えのところを研

究し、まさに学問としてやっていくべきなのではないかと思います。	
 

	
 それから、幸せのクオリアですが、もちろんあると思います。クオリアというのは意識の主観

的な状態で、まさに私が心の哲学で興味を持った部分なのですが、要するに、クオリアがあるか

らアンケートに答えるわけですね。アンケートには主観的に答えていますから、「幸せ度が高いで

すか」と聞かれて「イエス」と答えている以上、クオリアを感じているのだと思います。	
 

	
 私は今感動の研究にも力を入れているのですが、感動する瞬間には、チクセントミハイの提唱

する「フロー」のような、ぶわーっと涙があふれたりして、特別に幸福度の高い状態があります

よね。それも何らかのキーだと思うのです。今まで私は一瞬の感動みたいな幸せをあまり扱って

こなかったのですが、やはりそれも人間にとって必要だということで、最近はクオリアが極めて

高い幸せというのも研究対象にしています。	
 

	
 逆に、日本においてはわれわれがそれを特に幸せとも感じない平穏無事という幸せがあるはず

だということも放送大学の幸福学の授業の教科書に書いてありました。現代の幸福学は西洋発な

のでクオリアのある幸せしか捉えていませんが、日本の「幸せ」というのは、「し合わせ」、つま

りめぐり合わせみたいな意味があるわけですね。いろいろなことが起きるというのが語源であっ

て、もともとは不幸とか幸せとか関係ないのです。「happy」は「happen」と語源が一緒で、何か

が起きてクオリアがあるからハッピーということでして、非常に西洋的な発想だと思います。	
 

	
 今の質問に対して逆に思うのは、クオリアのない幸せをどう研究するのかということです。研
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究しにくいのですが、本当は当然そういうものもあると思います。たとえば、日本の心の深いと

ころには平穏無事というような静かでクオリアとしては実感しないタイプの幸せがあるのだと思

います。そこはまだ手をつけていないのですが、そこまで踏み込むべきだとは思っています。	
 

田中	
 ありがとうございました。	
 

長島	
 今の御質問で私もいろいろなことを思い出しました。	
 

	
 アマルティア・センには、私は１回だけお会いしたことがあります。私が会ったわけではなく

て、会う人についていって横から聞いていただけなのですが、その後の人生観が変わるぐらいの

感動を受けました。例えば経済学の関係ですと、昔書かれた本に貧しさをどうはかるかというも

のがありましたよね。あれなどを読むと、貧しいとはお金がないことではないのです。今日のお

話からも私は感ずるのですが、幸せをどうはかるか、不幸せをどうはかるかというのは非常に大

きな問題だと思います。	
 

	
 関連して思い出すのは、私は以前ブラジルのスラムや韓国のソウルの山のところにあったスラ

ムへ行ったことがあるのですが、日本から戻ったブラジル人の方がブラジルのスラムを案内して

くれたとき、その方が私に言ったこういう言葉です。「ここは本当に貧しいけれども、日本のよう

に上野公園のシートの中に住んでいた人が凍え死んでいたことをだれも知らなかったとかいうよ

うなことは絶対に起きません。この中にいる限り、行き倒れで死んでしまうような人は出ません」

と、その方は言われました。	
 

	
 もう一つ、ある法律家の集まりに出たときに、これも全然私の専門ではないので横で聞いてい

ただけなのですが、貧しい人たちにどうやって法律の手を差し伸べるかという問いに対して何人

かの人が答えていました。ある人は、法律の相談所をもっと増やし、相談員も増やせばよいと提

案しました。そうしたらある人が、そういう相談所があることに気がつかない人たち、知らない

人たちがいるのであって、そういう人たちにどうアプローチするのかが本当の問題なのだと言っ

ていました。	
 

	
 

幸福をめぐる相関関係を因子分析で測ることは可能か	
 

前野	
 それへの答えは何かおっしゃっていましたか。	
 

長島	
 答えは出ませんでした。	
 

	
 私も一つだけ質問をしたいのですが、先生が主に使っておられるのは、ある事象を捉え、それ

を統計的に処理するという手法ですよね。そうやって因子の相関を見ておられるのですが、私は

その手法そのものに昔から疑問を持っているのです。この研究所でも以前「はかる」ということ

を主題にした研究会をしましたし、「科学と＜私＞」という研究会も開いていますが、因子という

のは非常に難しいのですね。例えば、ブラジルのサンパウロの大通りで帽子を落とす人が何人い

るかについて、ある日に多い、ある日に少ないという統計をとります。そして、それに合致する

日本の現象を探し、ブラジルで帽子を落とした人が多い日には日本でトンカツを食べる人が多か

ったということがわかったとします。では、この二つの事象に相関があるのか。どんなものでも

相関はとれるのです。ですから、相関だけに頼ってこういう問題を扱うととんでもない方向へ行

ってしまうような気がするのですが、いかがでしょうか。	
 

前野	
 おっしゃるとおりです。やっておいてこう言うのも何ですが、私も実は因子分析が万能と

思っているわけではありません。統計学の基礎をわかった上で捉えないと、相関というのはあく

まで相関であって、演繹的な議論ではなくて帰納的な議論ですからね。部分からそうである確率
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が高いと言っているにすぎません。	
 

長島	
 その前の段階の、因子の見つけ方の問題です。	
 

	
 私は今ビッグデータの扱いを一生懸命考えているのですが、ちょっと間違えると大変誤った結

論に至ってしまうわけですね。これは、その中からどうやって因子を見つけるのかということに

かかっていると思うのです。	
 

前野	
 この四つの因子も、求めるに当たって、わかっているアンケートを使ってやっています。

したがって、恣意的というわけではありませんが、選んだ範囲内での結果にすぎません。因子分

析や統計分析をする人は、それをよくわかった上でするしかないのだろうと思います。精神論の

ようになりますが。	
 

小野	
 今言われたことに関連して、相関性といいますと、ＡとＢという二つの事象があるとき、

Ａが原因でＢが結果という場合もありますし、逆の場合もあります。また、共因関係といいます

か、ＡもＢも全然違うＣから生まれているというときにも相関が出てくるわけです。ですから、

因子間あるいは事象間の因果関係をプロセス論として整理して、タイムラグがある場合もあるけ

れども、こういうプロセスが成立するから当然この二つをとってくると相関性が高くなるという

ようなことをされてはどうかと思います。非常に安定的に相関が高いということは、どちらかの

方向からの因果関係か、もしくは共因関係がありますので。	
 

	
 例えば、人間が何か活動することの前提となる、金を持っているとか、健康だとか、地位があ

るとかいうことがあって、どんな活動をするかということがあって、そこからプロセスを通じて

結果としてアウトプットが出て、その間で幸福感が生まれてくる。そのときにも、こういうこと

を実現したから幸福感を感じるというものもあるし、目標に向かって頑張っているというプロセ

スが幸福だというものもあるし、健康だから安心で幸福だというものもあります。インプットと

プロセスとアウトプットがあって、その向こう側に幸福感を持つとすれば、そこにはアウトプッ

トからも線が引けるし、プロセスからも線が引けるし、インプットからも線が引けるわけです。	
 

	
 基本構図をフェーズとして整理して、そこにポジティブに作用する因子が成立するためには何

が条件なのかとか、逆にどういう条件がそれを壊すのかというところまで分解し、プロモーティ

ングファクターをよりプロモートするためにどんな手があるのかとか、それを壊すのは典型的に

は何なのかとか、それはどう防げるのかというふうに考えていくと、対応するアクションにもつ

ながっていくと思います。せっかくここまでされているので、もうちょっとフェーズごとのプロ

セスモデルを整理されると、もっと統計数値もよくなるのではないかと思いました。	
 

前野	
 まさに因果をちゃんと組み込んだ精緻なモデルにする必要はあると思っています。実際、

ブータン帰りの学生は、部分的に共分散構造分析をして因果の仮説も示しています。しかし、幸

せ全体の因果を示す図は、残念ながらまだできていません。それはなぜかといいますと、ここは

わかっているけれどもこちらはわからないというように、まだ穴だらけだからです。この本にし

ても今回の発表にしても、私もうそを言いたくはありませんので、確実にわかっている範囲だけ

をお伝えしています。本の中でも気をつけたのですが、主観的な想像と恣意性があるところは、

こういう範囲内でやったということを示しています。現時点で確実性が高いのはまだここまでで

あるということなのです。	
 

小野	
 実証するのは大変だろうと思います。しかし、実証する前の仮説を立てられてはどうかと

いうことなのです。仮説のモデルをフェーズとして整理しておいて、このパラメーターとこのパ

ラメーターは今回実証できたというようにしていくわけです。そういうフェーズの整理がもうち
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ょっとあったほうがいいのかなと思いました。プロセス論ですね。	
 

前野	
 フェーズの整理の研究は途上ですので、今日の発表では全く触れていません。しかし、や

られていないわけではありません。幸福学は今はやりですから、私だけでなくいろいろな人が取

り組んでおられます。ただ、親切だから幸せなのか、幸せだから親切なのかというようなフィー

ドバックもあるので、簡単なプロセス図が描けないわけです。結局ぐるぐる回ってしまって、い

ろいろなものが原因と結果になり合っています。	
 

小野	
 フィードバックループを含んだ図であるべきとは思います。	
 

前野	
 そうですね。簡単な模式図は描きましたが、大きなフィードバックループ図として描けた

人はまだいないということです。うちの学生も試みてはいますが、できていません。そこはまさ

に難しいところです。変に恣意的に描くと、今度は長島先生から怒られるわけです（笑）。私も小

保方さんみたいに間違った学者として歴史に残りたくありませんので、間違った図は出したくあ

りません。そうすると研究が部分的になってしまって、親切と幸せの関係に限れば確実にこうい

う図が描けるというような話になってしまうのですね。私としても小野先生がおっしゃるように

幸せの全体像を描きたいのですが、確実な全体像を描こうとすると難しいということです。	
 

長島	
 今の御質問に象徴されるように、これはとても難しい問題なのですね。というのも、ある

方法があって、それが解けなくて難しいというのではなく、最初に何に取りつけばいいのかすら

わからないからより難しいわけです。そのため昔は宗教家に任せたりしていたのですが、一方で、

もう科学技術社会の中でせっぱ詰って今対応しなければいけない問題が出てきています。そうい

うみんなが尻込みしてなかなか飛びつかないところへ、勇敢にも手をあげてくださる前野先生の

ような方がいらっしゃる。こういうところから何とか突破口が開けていくのではないかと思いま

す。	
 

前野	
 今日お話しした範囲内でしたら大丈夫だろうと思っていますが、いろいろな学者から怒ら

れるのではないかと思いながら果敢にトライしています（笑）。	
 

	
 

学校教育において「政治的中立」を守りつつ、幸福を教えることはできるか	
 

長島	
 ほかにはいかがですか。	
 

石田	
 では、私の個人的な連想かもしれませんが、今日先生のお話を聞いていて思ったことを少

し申し上げたいと思います。前野先生、とてもおもしろいお話をありがとうございました。	
 

	
 私は地方自治体の行政の経験者で、学校教育、特に義務教育である小学校・中学校に大変関心

を持ってきました。中でも子供たちに現場でどう教えるかということが非常に大事だと思ってい

ます。最近、安倍内閣で道徳教育ということをやり出したのですが、これには非常に問題がある

と私は思っておりまして、今一番心配しています。現場の教師たちは道徳をどう教えていくのか。

さらに、どれだけ教えてどういう成果があったのかという評価もしないといけないわけです。こ

の問題について、私個人的には非常に批判的です。小学校や中学校でどうやって道徳教育をする

というのだろうと思っています。	
 

	
 翻って、今の先生のお話に関連して質問いたしますと、ちょっとニュアンスは違うのですが、

先生は学校の現場で幸福のあり方を子供たちにどう教えていけばいいと考えておられるのか。今

の長島先生のお話を聞いていても、ちょっと時間がかかるだろうという気はしていますが、いか

がでしょうか。	
 

前野	
 おっしゃるとおりだと思います。例えば、「幸せになるために、前野さんが見つけたこの四
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つの因子を満たすようにしよう」と教えられるのだとしたら、私も非常に違和感があります。そ

ういうものではないと思います。しかし、いくつかのモデルを示して、「どれも正解ではないけれ

どもヒントになるよ」というぐらいのことは教えられるといいですね。道徳教育ということで画

一化して何かを教えるのも変ですが、今のように道徳教育が全くなくて自分がどこに立っていい

のかもわからないというような状況になっているのも問題なのではないかと思います。	
 

	
 私も、危ういことはわかった上で、本当にわれながら果敢に取り組んでいます（笑）。間違った

ものだとは思われたくないのですが、決定論的なものでもありませんし、だからといってこうい

うものが全くない世界もまた問題である。そこをどうちょうどいい具合に落とし込んでいくのか

が課題だということはわかっているつもりです。何らかの方法で偏っていない道徳教育や幸福教

育ができるといいなとは思っていますが、答えは全く持ち合わせていません。何かありましたら

教えてください。	
 

石田	
 道徳教育の導入の話は、今の世の中、特に子供や若い者のねじがちょっと緩んでいるから、

一遍締め直さなければいけないという考え方を背景にして出てきているのですね。その「ねじが

緩んでいる」というところをどう解釈するかだと思います。幸せに関しても、自殺が多くなって

きた、不幸せな人が多くなってきた、格差が広がってきた、ここはひとつ幸せという尺度でぐっ

と締め直そうと考える論者は、先生のお話を歓迎すると思います。そういう中で価値観の多様性

をどう担保していくかということが大事なのだろうなと思いながら今お聞きしていました。	
 

前野	
 おっしゃるとおりで、その「締め直す」という立場自体がもう思想なので、危険を感じま

すね。やはり両極端をちゃんと教えるという感じなのではないでしょうか。この４因子でも、右

寄りの人は１番目が大事だと言い、左寄りの人は２番目が大事だと言うのだろうと思います。ど

ちら側からも利用されがちなので、危険はあるわけです。私も本当にイデオロギーからは中立に

幸福学をやりたいと思っているのですが、そうは言っても、格差は縮小したほうが幸せとか、い

かにも一方はカチンときて他方は喜ぶようなデータがあるので、そこをどうしていくのか、まさ

にこういう対話をしながら教えていただいているところです。これからも機会があったらぜひ教

えてください。	
 

	
 

「チンパンジーは絶望しない」――	
 将来に向けての展望と幸福感	
 

中島	
 大変おもしろいお話をありがとうございました。	
 

	
 四つの因子をあげていただいたのですが、私の習性で、それらに共通するところは一体何なの

だろうと先ほどから考えていました。	
 

	
 幸福感の対極にあるのが絶望感だとしますと、絶望ということに関連して、先日中部大学の開

学50周年記念で京都大学霊長類研究所の松沢哲郎先生がお話をされた中にあった、「チンパンジ

ーは絶望しない」という言葉が非常に印象深く思い出されます。チンパンジーはもともと望みを

持たない。したがって、それが絶えることもないというわけです。ここからは私の解釈が入るの

ですが、それを言いかえますと、少し先のことを考えるられるのはヒトだけであるということな

のではないか。霊長類といえども、チンパンジーにもその力はない。それが幸福感と絶望感の根

幹にあるような気がいたします。	
 

	
 前野先生のいろいろな幸せ感の要因を見せていただきますと、まず一つ、身体や環境に基づく

ものが決定的にだめな者は、どうあがいても心的に難しいですよね。例えば、この場合はある程

度幸せになる道があるのかもしれませんが、がんの宣告を受けたとき。それから、食べる物が何
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もないとき。先ほどの貧困の極みですね。また、戦争でいつ爆撃があるかわからないとき。そう

いうような状況が仮にないとして、おおよそ幸せな状態にある中で、この心的な要因が非常に重

要なものになってくるということなのであろうと理解させていただきました。	
 

	
 そのときに、ヒトだけが将来を見ることができるとして、将来に向けての展望を感ずる場合に

は幸せ感、展望が絶たれる場合には絶望感というふうに仮に割り切って考えますと、地位や財力

の場合は競争に勝たなければ見通しが立ちませんが、この１番から４番のいずれの因子が前を向

いたときに見通しが立つのではないかというように感じました。そうしますと、だれもが幸せを

共有できるという状態が予測されれば幸せ感が生まれる。ひょっとしたらそういう位置づけの考

え方もできるのかなと思いました。できましたら先生の御感想をお願いしたいと思います。	
 

前野	
 なるほど。鋭い御指摘というか、今まで考えたこともなかったのですぐに答えが見つから

ないのですが、おもしろい見方ですね。	
 

	
 一つ思い出したのは、東京大学の玄田有史先生という方が言っておられる希望学です。実は希

望学と幸福学の対談というのをついこの前したところなのですが、そのとき、希望学と幸福学は、

微分というか、変位と速度というような感じがいたしました。よくわからなかったのですが直感

的に、幸せというのはある現在の量で、希望というのは将来に向かうその傾きのような感じがい

たしました。このあたりは正確に分析していませんが、今のお話をお聞きしていると、その関係

と少し似ていますよね。希望学や展望学という視点は、私がやろうとしている現状の幸せを単純

に棒グラフではかるというようなことに比べて、もう一つ複雑な構造なのだろうと思います。こ

れは先ほどの原因と結果ということにもつながりますが。	
 

	
 それから、先ほどの仏教から来たマインドフルネスという心を落ち着ける学問についていえば、

「マインドフル」というのは仏教用語で、日本語では「念」なのですね。「念」は「今」の「心」

と書きますが、マインドフルネスでは過去や未来を考えずに今に集中せよと言っています。今に

集中する幸せがあるということをマインドフルネスは教えてくれるわけですが、私はどうもそれ

だけではないのではないかともやもやしていました。それがまさに中島先生が今おっしゃった未

来につながる展望です。過去と現在と未来の関係性をどう捉えるのかという視点がマインドフル

ネスには欠けています。先ほどポジティブサイコロジーの話をいたしましたが、実はポジティブ

サイコロジーも割と「今に集中」ということになりがちで、そこに私はちょっと違和感を持って

いました。	
 

	
 マインドフルネス、ポジティブサイコロジー、幸福学と、みんな人々をよりよくしようとして

いるのですが、われわれのものだけが、なぜか前向きな未来とか自己実現とかいうところとつな

がっていますので、お答えにはなっていませんが、個人的にはエールをいただいた気分でいます。

展望学、希望学と幸福学をつなぐことによって、今はやっているほかのものよりもより複合的な

効果があるというところへ持っていけたらと思います。ありがとうございます。	
 

	
 

定量化できない幸福について	
 

石原	
 今の中島先生のお話とマインドフルネスのお話を聞いてちょっと思い出したことがありま

すので、申し述べたいと思います。	
 

	
 私はプラズマ物理をやっていまして、人生の半分ほどをアメリカで過ごしたのですが、アメリ

カから一時帰国したときに女房のかかりつけの医者のところへ行ったのですね。そうしましたら、

その医者が実は禅のお坊さんで、座禅のグループがあるから来てみないかと誘われました。女房
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のかかりつけの医者だったのですが、女房ではなく私が呼ばれまして、２日間そのグループに参

加させていただいたことがあります。	
 

	
 そのときはその医者の車で行ったのですが、もう一人女性の方が乗ってこられて、一緒に連れ

ていってもらいました。裁判官の女性だったのですが、その直前に息子さんを亡くされたそうで、

ほとんど話もされず、非常に落ち込んでいる様子でした。お寺で10数人で座っているだけなので

すが、丸２日間一緒に食事をし、座り、医者の説法を少し聞くという生活をしました。ずっと瞑

想なのですね。自分を見詰めるというわけでもなく、ただ座って心を無にするということでした。

プラズマ物理などを志し、まだ若かった私としては、どういう人が来ているのだろうと興味津々

だったのですが、個人的な話は全くせず、医者の言う禅の話を聞くだけでした。しかし、２日後

に一緒に帰ったとき、その裁判官の女性はまるで人が変わっておりまして、生きる希望が出てき

たと喜んでおられました。	
 

	
 幸福のはかり方で満足度ということを言われましたが、幸せとは何かというときに、めぐり合

わせといいますか、アメリカの満足度というような考え方とは別の尺度のものがあって、マイン

ドフルネスでそれが見えたのかなと思いました。幸せというのは、確かに一つのものさしではは

かれないものがありそうですね。物理や工学をやっている者としてはやはりはかりたいので、四

つのファクターで定量化したいと思いつつも、難しいなと思いながら聞いていました。どうもあ

りがとうございました。	
 

前野	
 石原先生も２日間の禅で何か変わったのですか。	
 

石原	
 どういう人の集まりなのかもわからないままに２日間座ったことが、私にとっても非常に

貴重な経験にはなりました。子供にそういうものを教えるようにもなりました。しかし、私は人

生が変わったとは思っていません。もともと常に前向きですしね。	
 

前野	
 アメリカでも今ものすごくマインドフルネスや禅がはやっていますが、やはりアメリカ人

の考え方とあまりにも違っているから衝撃なのかなという気がします。日本ですと、武道や茶道

の精神とそれほど違わないのかもしれません。私はそこにも非常に興味があるので、これから研

究していきたいと思っています。	
 

	
 

どんな社会や国においても、幸福は同じ尺度で測れるか	
 

長島	
 ほかに御質問はいかがでしょうか。	
 

崎川	
 中島先生が先ほど霊長類研究所の松沢先生の話をされましたが、その翌週ぐらいにこの場

で山極寿一先生がお話をされました。今のマインドフルネスにつながるのかはわかりませんが、

山極先生のお話の中でも、サルは共感力（Empathy）は持っているが同情心（Sympathy）は持って

いないということでした。それがなぜなのか、ちょっと詳しくは覚えていませんが、森から出て

きた人類が敵の多いところでみんなそれぞれ違う役割を持って狩猟の生活を始めたからだという

ような話だったかと思います。	
 

	
 人間はみんな違っているから集団がホモジニアスにならず、サルは同じようなものが集まるか

ら集団がホモジニアスになるのだとすると、人間の社会は本来ホモジニアスでなく多様な人たち

が集まるものであるべきということになります。そういう中での幸せということを考え、ちょう

ど慶應義塾大学でいらっしゃるということもあって、福澤諭吉の「独立自尊」を思い出していま

した。現代で「独立自尊」というと、何となく勝手でわがままで高慢ちきというような感じにも

映るのですが、福澤諭吉は、それまでの日本のみんな同じというホモジニアスな世界でなく、一
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人一人全部違う形であってこそ本当の幸せが得られるのだということを言いたかったのではない

かと、今日の話を聞いていてそう感じました。	
 

	
 また、私はインドのこともやっているのですが、先ほどブラジルのスラムのお話があったとお

りで、インドでもスラムの中では逆に結構幸せな部分があるようです。それから、インド人とい

うのは大抵厄介な人達で、つき合っていてもものすごく自己主張が強いのですね。宗教も人種も

言葉もみんな違うインドでは、多様な人たちが集まる中で生きていくために、一人一人が多様な

考え方で自分の意見を持つというのが当然の世界になっています。そういう世界での幸せと、日

本のような比較的ホモジニアスな世界での幸せは、同じ尺度を当てはめてジャッジできるもので

しょうか。私としては、そこはどうなのだろうという気がしています。日本もグローバル化しよ

うとしている昨今ではありますが、今までの日本のようなみんな同じ中での幸せと、世界的に見

たみんなが違う中での幸せというのは、尺度が違ってくるのではないでしょうか。	
 

前野	
 おっしゃるとおりだと思います。	
 

	
 まず福澤先生の話ですが、４番目の因子に「独立」という言葉を入れたのは、やはり福澤先生

の影響を受けてのことです。１番の「自己実現と成長」が自分を高めるということですので「自

尊」という感じでして、１番と４番で「独立自尊」になっているかと思います。これは余談です

が、せっかく慶應にいるので、福澤先生の四字熟語がこの四つに当てはまったらいいなと思って

探している最中でもあります。まだ見つかってはいませんが。	
 

	
 それから、再度強調しておきますが、これはあくまで日本人に対して、しかも今わかっている

ものについて質問した結果です。ですから、日本人の指針としてはこの四つが割と適切かと思っ

て本にも書いていますが、ほかの国では多分違うと思います。例えば、イタリアに行くと４番は

全員満たしていそうですから、そういう国では逆にこういったことは因子になりえないかもしれ

ません。また、日本のほうがつながりがある社会なので、２番は日本よりもアメリカのほうが影

響するとも言われています。イタリア人はマイペースな社会、日本人はつながりのある社会とし

ますと、もともとそういう特徴を持つ社会では、その要素は逆に幸せに大きく影響しないわけで

す。他国だとどういう因子構造になっているのかということには私も大変興味があるのですが、

多分かなり違っているのだろうとは思います。	
 

	
 例えば、ブータンの人に「あなたは将来何になりたいですか」と聞いたら、「いつもどおり、み

んなと一緒に農業をしながらちょっと公的な仕事をするのが普通でしょう。何になりたいとかい

うことはないですよ」と答えたという話を聞いたことがあります。そうすると、自己実現などと

いう概念自体がないのかもしれませんよね。ですから、幸せの形は国によって違いますし、そも

そも質問していないものはここに出ていませんので、クオリアのない幸せなど、まだ幸せ研究で

明らかになっていない、もっと複雑な構造もありえると思っています。五つ目、六つ目の因子が

今後見つかって、もしかしたらあの本は間違いでしたという本を出すときが来るのかもしれませ

ん。	
 

長島	
 ほかに御質問はおありでしょうか。では、今挙手いただいていますお三人から発言いただ

くと大体時間になるかと思いますので、順にお願いいたします。	
 

	
 

学生へのメッセージがあれば……	
 

河原	
 おもしろいお話をありがとうございました。	
 

	
 今回、幸福に効いているということで四つの因子をあげて分析されているわけですが、それぞ
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れの相互の関係はどういう感じなのでしょうか。先ほど１と２が一緒にそろっているとかいうお

話が少しありましたけれども、これとこれはなかなか両立しないとか、そのあたりの関連性を教

えてください。	
 

	
 もう一つ、大学で教えていると、学生を就職させなければいけないということがあります。ま

さに今も、３年生あたりの学生にどんなことをしたいのかを聞きながら、企業にも面接したとき

にいろいろなことを聞きながら、私としても学生には幸せになってほしいので、学生の興味の方

向性と企業の求めるものがなるべくマッチングするようにと考えてやっているところです。これ

でいきますと学生向けには１番目と３番目あたりがいいのかなという気はするのですが、社会に

出ていく学生へのメッセージみたいなものがありましたら、ちょっとお願いしたいと思います。	
 

前野	
 難しいですね。	
 

	
 関連性については、おっしゃるとおり、因子分析をした後で因子間の相関をとってみると、１

と２が割と強く、３と４も強い傾向がありました。ですから、先ほどおっしゃったように、幸せ

のクラスターでも１と２、３と４がセットになる傾向があったのだろうと思います。	
 

	
 ただ、まさに１番は西洋近代主義的な部分で、２番はそれに対するアンチ的な部分であります

ので、この結果は少し意外でもありました。それでも相関があるということは、世の中でうまく

幸せに生きている人は、学問的には両極端と言われる二つだけれども、やはりその両方において

うまくやっているということなのだろうと思います。	
 

河原	
 その二つの因子が同じ方向を向いているからペアになるのか、それともちょうど相反して

いてトレードオフになるからなのか。	
 

前野	
 同じ方向を向いています。幸せな人は両方高いのです。因子になったということは、同じ

事象をあらわしているのではなくて全く違う事象をあらわしているのですが、結果として両方高

い人が幸せであるという意味では同じ方向を向いています。	
 

	
 学生へのメッセージですが、私も幸福学や倫理学をやっているので、学生に夢や目標を聞いて

みたことがあります。慶應の機械工学科の学生に聞くと、半分の人は夢や目標を持っていません

でした。「今はないですが、そのうち見つかると思います」と変に楽観的な人もいましたし、夢が

なくて困っているという人もいました。あとの半分は、エンジニアとして世の中のためになりた

いとか、お金持ちになりたいとか、何らかのものがありました。他大学でも聞いてみたのですが、

やはり半分の人は夢が見つかっていませんでした。	
 

	
 学生へのメッセージとして私がよく言うのは、たくさん夢や目標を持てということです。英語

がうまくなりたい、エンジニアになりたい、大学の先生になりたい等々、若いうちはいっぱい目

標があるほうが、絶対にサッカー選手になりたいと思って挫折して夢がみつからなくなるよりい

いのではないか。総理大臣でも作家でも、小さくても大きくてもいいので、とにかくたくさん夢

や目標を持つ練習をしてほしいと私は思います。	
 

	
 学生で心配なのは１番なのでそこを言いたいのですが、世の中に対しては、先ほどからずっと

言っていますように、２番の「友達１人作戦」を何とかやりたいと思っています。昨今では３と

４ばかり強そうな学生が割とおりまして、「何とかなりまーす」とか言いながら留年し、何ともな

らないのになと思うことがありますので、彼らにはやはり１番を何とかしたいですね（笑）。	
 

	
 

幸福と長寿の因果関係	
 

大西	
 今日はありがとうございました。前からこの研究会で「寿命」というテーマで討論されて
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いるのがとてもおもしろそうだと思っておりまして、今日ちょうど時間が空いたので飛び入りで

入らせていただきました。	
 

	
 特に今日の「幸せと長寿」というテーマには興味があったのですが、といいますのも、私は管

理栄養士でして、保健医療従事者なのですね。今国の政策では健康寿命を延ばすことが大きな目

標になっていますので、保健医療従事者はやはりそういうことを考えて自分たちのミッションに

かかわっているのですが、健康寿命を延ばすことが幸福につながらないのなら、私たちのやって

いることに説得力がなくなるわけです。その辺のことを研究されているということでしたから、

ぜひうかがいたいと思ったわけです。	
 

	
 まず、今日のお話に出てまいりました幸せな人が長寿であるというのは、どちらが先だとお考

えでしょうか。どちらが要因でどちらが結果なのか。長寿だから幸せになるのか、幸せだから長

寿になるのか。フレイ先生の論文をちゃんと読めばいいわけですが、このアンケートはどのよう

にとられたのだろうと思った次第です。幸せな人たちは10歳長寿ということですから、幸せにな

ることが健康寿命を10歳延ばすのに役立つと考えたらいいのでしょうか。その辺の因果関係をも

う少し解説いただけるとありがたいと思います。	
 

	
 また、その要因は何なのだろうと考えますと、感覚的なこの四つの因子だけでなく、やはり健

康に対する尺度もあるのではないかと思っています。	
 

前野	
 私もあの論文をもっと読まなければわからないので、残念ながら詳しく解説できなくてす

みません。ただ、修道院の話のほうは、修道女になった人の幸せ度をはかり、その後を追跡調査

していったら長生きだったということでして、幸せな人はその後長生きしたという研究ですから、

つまり幸せが先で長寿が後だと言えます。逆はできませんので、もう一つのほうもそうなのでし

ょうね。現時点では、どうも幸せな人は長生きするという因果がありそうだというところまでわ

かっています。	
 

	
 幸せな人は健康である確率が高いので、健康であれば長生きしますから、単純に考えて幸せな

人は健康だから長寿になるというだけのことなのかもしれません。ただ、それだけだとおもしろ

くないので、健康でないように見えるのに幸せな人が長寿だったという結果も調べられればと思

っています。ネットで調べただけですので正確ではないのですが、幸せな人は免疫力が高まると

いう研究もあります。ということは、インフルエンザウイルスがすぐそこにあっても、幸せでに

こにこしている人は感染しにくいということになります。もしそうだとすると、幸せだから免疫

力が高まり、長寿になるということが言えます。これはまだ推測でしかないのですが、お医者さ

んの幸せ研究も結構増えていますので、もしかしたら既に因果にまで踏み込んだ結果があるかも

しれません。私も調べてみますので、ぜひ一緒に調べましょう。	
 

大西	
 医療の世界と福祉の世界はちょっと違うようで、例えば、同じ管理栄養士でも、ケアマネ

ジャーの世界に入った人ですと、必ずしも治療は幸福につながらない、治療しないほうが幸せで

あると言うことがあります。本当にいろいろな尺度があって、自分たちは仕事に対してどう考え

ていったらいいのかと考える日々を過ごしています。どうもありがとうございました。	
 

	
 

幸福と時間軸	
 ――	
 幸福のダイナミクスを捉えることはできるか	
 

杉田	
 先ほど中島先生の御質問に対して前野先生が希望や展望は時間発展とかかわっているとお

答えになったことに関連し、やはりダイナミックとスタティックという視点が重要になるのでは

ないかと思いましたので、少しおうかがいしたいと思います。	
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 まず、ここで「幸せ」と言われているものは、初めにアンケートで「幸福な人生」というワー

ドで定義されています。それが今議論されている「幸せ」なのだろうと思いますが、これは非常

にスタティックな視点です。長期的なものですので、アベレージをとっているような雰囲気です。

しかし、先ほどからコーザリティの話が出ていますが、コーザリティーを見るときにはヒステリ

シス解析などをするという意味でも、やはりダイナミックな視点が重要になると私は思います。	
 

	
 例えば、非地位財的な幸せのところで健康や安全をあげられましたが、健康について、私はま

だ学部生のときに保健体育で新しいダイナミックな健康の定義というものを教わりました。健康

かどうかは自分にしかわからないし、絶対的な健康というのは定義できないので、今より健康に

なりたいとか今より不健康になるとかいう観点から、今より心地よい状態になることを健康にな

ると定義するということでした。安全も最近同様の定義があると聞いています。出どころはよく

覚えていませんが、絶対に安全な場所や絶対に安全な状態というのはありえないので、今より安

全になることを目指すということであったかと思います。	
 

	
 私は、幸せというものをスタティックに定義しているのに、原理のところがダイナミックにな

っていることに少し違和感を持ちました。両方をダイナミックにしていくことでコーザリティも

うまく出てくるのではないかという気がしたのですが、いかがでしょうか。	
 

前野	
 ありがとうございます。私ももともとダイナミクスが専門ですので、ダイナミックとスタ

ティックの問題はすごく気になるのですが、まず幸せ研究の一番簡単なものは、現時点での幸せ

を聞き、現時点での何かを聞くという、まさにスタティックな解析です。したがって、それが最

初に進んだわけです。	
 

	
 その後、先ほどの議論のように、どちらが原因でどちらが結果なのかを知りたいということで、

介入研究や時間を追っておこなう研究が進みました。例えば、お金を与え、自分のために使うか

他人のために使うかを比べたら、その結果として他人のために使うほうが幸せを感じたというよ

うな、何らかの介入をしたことによって幸せ度が変わるという研究もありますし、クリスタキス

先生のように、５年ごとにずっと追っていくことによって幸せがうつるコーザリティを明らかに

していくというやり方もあります。それから、先ほどから議論になっている共分散構造分析みた

いなことをするものもあります。小野先生がおっしゃっていたように、まさに今コーザリティの

研究が過渡期なのですね。なされていないわけではなくてかなり始まっているのですが、まだま

だいろいろな結果が出ているという状態です。	
 

	
 おっしゃるとおり、ダイナミクスがわからないと幸せ研究が完結したとは言えませんし、まさ

にこれはダイナミックな問題であると私は考えています。今幸せかどうか、あるいは、幸せはあ

る程度遺伝的に決まっている、というスタティックな事実がわかっても、それだけですよね。鬱

気質や神経症は遺伝するため、実際に半分ぐらいは遺伝子が影響していると言われ、そういう人

たちは先天的に幸せになりにくいということから、遺伝子によって幸せな人／不幸せな人がある

程度決まるといったようなスタティックな切り口もあるわけです。私も実はもともと割と神経質

ですので、先天的にはだめな部類です。ただ、それがわかったのだから後天的に頑張ろうという

ことでして、やはりダイナミックにどう変えるかという議論になっていくのだと思っています。	
 

	
 それから、今より幸せを目指す、今より安全を目指すというのは、すごくいい視点ですね。今

なるほどと気づきました。教育にも絶対評価と相対評価がありますが、これまではずっと絶対評

価で幸せをはかろうとしてまいりました。日本人は謙虚だから低目にするとか、クオリアのない

幸せははかれないとかいうことはそもそもあったのですが、今よりどうかという視点を持ち、傾
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きを見るというやり方をすると、絶対的なものではないけれども何か新しいいろいろなものが見

えてきそうです。先ほど中島先生がおっしゃった希望、展望という言い方によってこそ、そこが

見えてくると思います。皆さんからすごくいいヒントをいただきました。今より幸せ、今より健

康というような微分的な視点の研究はまだ足りていないので、ぜひ考えていきたいと思います。

ありがとうございます。	
 

長島	
 どうもありがとうございました。	
 

	
 まだ発展がありそうですが、予定の時間を過ぎましたので、このあたりにしたいと思います。

前野先生、今日は非常におもしろいお話をありがとうございました。ディスカッションも随分多

方面から御発言をいただきました。ほかの人がなかなか取りつかない難しい問題に果敢に取り組

んでおられる前野先生にこれからも声援を送ることにして、今日の会を閉じたいと思います。ど

うもありがとうございました。	
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